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第４次基本構想・前期基本計画（素案）に関する市民フォーラム 

第１回「環境と都市基盤」 

 

日  時  平成２２年３月２７日（土）午前９時００分～午後０時３０分 

場  所  小金井市役所本庁舎 ３階第一会議室 

参加市民  ２５人 

出席委員  １１人 

会 長   武 藤 博 己 委員 

職務代理者 三 橋   誠 委員 

委 員   永 田 尚 人 委員  玉 山 京 子 委員 

      淡 路 富 男 委員  鮎 川 志津子 委員 

      町 田 裕 紀 委員  五十嵐 京 子 委員 

      吉 良 正 資 委員  今 井 啓一郎 委員 

      鴨 下 輝 秋 委員 

 

 市 長                   稲 葉 孝 彦 

事務局職員 

 長期総合計画等担当部長           伊 藤 茂 男 

 企画政策課長                天 野 建 司 

 企画政策課長補佐              井 上 明 人 

 企画政策係主任               堤   直 規 

 企画政策係主事               原 島 加代子 

 関係課職員 

 ごみ対策課長 ごみ処理施設担当課長 下水道課長 道路管理課長 

まちづくり推進課長 建築営繕課長 交通対策課長 区画整理課長  

 

（午前９時００分 開会） 

◎司会（事務局） それでは、お時間となりましたので、小金井市長期計画審議会によります

第４次基本構想・前期基本計画（素案）中間報告につきまして市民フォーラムを開催させてい

ただきます。 

 本日はお忙しい中、市民フォーラムにご出席いただきましてまことにありがとうございます。

私は、本日の進行をさせていただきます小金井市企画財政部企画政策課長の天野です。よろし

くお願いいたします。 

 初めに資料の確認及びアンケート調査等につきまして事務局よりご説明いたします。よろし

くお願いします。 
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◎事務局 配付させていただいている資料は、次第、小金井市中期財政計画事前アンケート集

計とその補助資料、説明資料としてパワーポイントのものが「長期総合計画を検討するにあた

って」と「環境と都市基盤」で１部ずつ、正誤表と本日のアンケートになります。本日のアン

ケートのほうは、終了したところで回収いたしますが、本日ご発言いただいた発言内容も含め

てご記入いただきたいと思っておりますので、ご協力をお願いいたします。 

 また、審議会の委員の方も含めまして、発言するときには、会議録の関係もありまして、目

の前のマイクの「トーク」というところのボタンを押して、赤いランプがついているのを確認

してからご発言いただきたいと思います。ご不明でしたら、またそのとき改めてご質問くださ

い。 

 よろしくお願いいたします。 

◎司会（事務局） それでは、開会に先立ちまして小金井市長稲葉孝彦よりあいさつをさせて

いただきます。市長、よろしくお願いいたします。 

◎稲葉市長 皆さん、おはようございます。今日は市民フォーラムに市民の方々、そして審議

会の委員の方々に休日にもかかわらずご出席をいただき感謝申し上げます。 

 今朝、午前３時ごろに小金井の市議会が終わりまして、平成２２年度の予算をすべて通して

いただいたということで、寝てはいませんけれども晴れやかな気持ちで今日は参加させていた

だいております。その後、このテーブルをセットしたり、場所をセットしたりしているから、

寝ていない職員がたくさんいるんじゃないかなと思っておりますけれども、仕事のほうはよろ

しくお願いいたします。 

 審議会の委員の方々には、委員として、また起草委員の方々には起草委員会等々で大変お世

話になっております。感謝を申し上げたいと思います。平成２２年度が最終年度となる小金井

市の第３次基本構想が目指した小金井市の姿は「元気です 萌えるみどりの小金井市」です。

市民意向調査などでも多くの方々が、みどりあふれる自然環境のよさを小金井市の特徴として

挙げておられます。引き続き将来像実現に向け努力してまいりたいと思っております。 

 さて、第３次基本構想に続く２３年度からその後の１０年間の第４次基本構想策定について、

昨年６月に１６人の委員で構成いたします長期計画審議会に諮問させていただきました。併せ

て２３年度から５年間の前期基本計画についてもご審議をお願いしたところでございます。大

変な作業を長期計画審議会や起草委員会で進めていただき、昨年１２月には基本構想（素案）

について市民懇談会が開催され、そして本日と明日、基本計画（素案）について市民の皆さん

からの多くのご意見をお聞きしたいということで、長期計画審議会が中心になりまして市民フ

ォーラムが開催されることとなりました。１人でも多くの市民のご意見が反映された基本計画

ができますよう、第４次基本構想の基本的なまちづくりの姿勢でもあります、「参加と協働」

がまさに実践される場として市民、審議会、行政の参加による市民フォーラムは大変意義深い

ものではないかなと思っております。どうか日ごろ考えておられる、感じておられるようなこ

とについてお話をいただき、よりよい基本計画ができますよう期待させていただきまして、簡
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単ですが冒頭のあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎司会（事務局） ありがとうございました。 

 なお、市長はこの後、公務のため退席させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、小金井市長期計画審議会の武藤博己会長よりごあいさつをさせていただきます。

武藤会長は、現在、法政大学の大学院教授で、前回の小金井市第３次基本構想長期計画審議会

の会長も務めていただきました。それでは、武藤会長、よろしくお願いいたします。 

◎武藤会長 皆さん、おはようございます。お休みにもかかわらず多くの方々にご出席いただ

きまして本当にありがとうございます。心より感謝いたします。 

 私は、今、ご紹介いただきましたように、第３次の基本構想にも参加しておりますが、その

関係もありまして、２回目の基本構想・基本計画にかかわるという大変栄誉ある役割を担わせ

ていただいております。ちょっと遠いので、今朝も朝食を食べてきたのですが、駅前のパン屋

さんの前を通ったらおなかがすいてしまいまして、また食べてしまいました。ちょっと距離が

あるのですけれども、２回目というのはとにかく研究者としても大変貴重な経験ですので、お

引き受けさせていただきました。 

 今回は、第３次と比べまして大きな違いは、基本計画をこの審議会が審議の対象にしている

ということでございます。そういう動きが少しずつ出てきておりますが、基本構想というのは、

また後でも出てまいりますが、理念が中心になっておりまして、それをもう少し具体的な施策

にどう展開するか、ここまで議論をしないと市民の意見は入っていかないのではないかという

ことでお願いをして、基本計画も審議の対象にしていただいたということです。これが第１点。 

 それからもう一つ、昨年１２月に、市長の話にもありましたが、市民懇談会、今回はフォー

ラム。しかもこのフォーラムは３時間半を４回、縦に続けて、可能であれば全部参加できると

いう、こういう仕組みで設定させていただきました。市民の皆さんの意見を今度の長期計画の

ほうにいかに多く取り込めるかということが重要な課題と認識しておりますので、少し長いか

なとも思いましたけれども、こういう形で市民フォーラムを開催させていただくことにいたし

ました。積極的なご意見をいただき、よりよい長期計画をつくるための素案を審議会としてつ

くってまいりたいと思っております。ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

◎司会（事務局） 武藤会長、ありがとうございました。 

 ここで本日、参加されているほかの長期計画審議会委員の方から自己紹介をいただきたいと

思いますので、初めに三橋委員のほうからお願いいたします。 

◎三橋委員 三橋誠と申します。公募ですけれども、職務代理を務めさせていただいておりま

す。今日はどうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

◎司会（事務局） あとは五十嵐委員のほうから順番にお願いいたします。 

◎五十嵐委員 私も公募の市民で参加させていただいております五十嵐京子でございます。よ

ろしくお願いいたします。（拍手） 

◎吉良委員 私も公募委員で参加させていただいております吉良と申します。東町に住んでお
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ります。（拍手） 

◎今井委員 私は商工会のほうの代表で来ております今井と申します。よろしくお願いいたし

ます。（拍手） 

◎玉山委員 公募委員の玉山京子です。よろしくお願いいたします。（拍手） 

◎永田委員 公募委員の永田でございます。よろしくお願いいたします。（拍手） 

◎淡路委員 淡路でございます。私は市民ではないのですが、練馬区に住んでおりまして、今

回、学識の委員として参加させていただいています。よろしくお願いいたします。（拍手） 

◎鮎川委員 小金井市教育委員会教育委員からまいりました鮎川志津子と申します。前原町に

住んでおります。よろしくお願いいたします。（拍手） 

◎町田委員 小金井市青年会議所から来ております町田と申します。よろしくお願いいたしま

す。（拍手） 

◎鴨下委員 小金井市農業委員会より参加させていただいております鴨下と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。（拍手） 

◎司会（事務局） ありがとうございました。 

 それでは、まず本日の進行につきまして簡単にご説明させていただきます。この後、武藤会

長、それから三橋職務代理者、淡路委員より長期総合計画の概要につきましてご説明いたしま

す。続きまして、施策の大綱４つの柱から基本計画の概要を長期計画起草委員会委員の永田委

員よりご説明をします。そして、１５分の休憩後、９０分間議論をしていただきます。テーマ

につきましては、本日の午前の部が「環境と都市基盤」、それから午後の部が「地域と経済」

となってございます。なお、明日、３月２８日につきましては、午前が「文化と教育」、午後

が「福祉と健康」の予定となってございます。お時間がございましたら、ほかの分野につきま

してもご参加をお待ちしておりますので、よろしくお願いいたします。分野別の議論が終了後、

おおむね３０分程度、重点プロジェクトにつきましてご議論をしていただきます。終了予定時

刻は１２時３０分を予定してございます。最後までよろしくお願いいたします。 

 それでは、長期総合計画の概要、並びに基本計画の概要につきまして、順次ご説明を行って

いきますので、武藤会長、それではよろしくお願いいたします。 

◎武藤会長 それでは、長期総合計画についてご説明させていただきます。 

 長期総合計画とは何かということでございますが、約４０年前の昭和４４年、地方自治法の

改正によって基本構想の策定が義務づけられました。この基本構想は総合的かつ計画的な行政

運営を図るために、市町村が策定をしなさいと、こうなったわけであります。基本構想は、先

ほどもちょっと触れましたが、理念が中心であり、その理念を実現するための計画が基本計画

というふうになります。この基本構想と基本計画を合わせて長期総合計画と言います。これか

らの小金井市の行政活動の根幹を成すものであるということでございます。大変重要な計画と

いうことですので、策定前に市民の皆さんの意見をお聞きするということで、この市民フォー

ラムを開催しております。 
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 そもそも小金井市を含めた自治体の計画というのはどのような構造になっているのかという

ことでございますが、１０年単位──これも自治体によって異なっているのですが、小金井市

の場合は１０年の基本構想というのを、理念を中心に策定をします。これに、この中から５年

分、前期と後期に分けて、今回は前期の場合ですが、基本計画を策定いたします。それが今回

の審議対象ということであります。 

 この基本計画ができた後、実施計画というのを３年単位で作ってまいります。これがまだで

きておりません。そのほか分野別の計画というのがございます。これは福祉の計画であったり、

教育関係の計画であったり、まちづくりの計画であったり、そういう分野別の計画がそれぞれ

につくられております。それを全部包括した形で、この長期計画をつくっていこうというのが、

この長期計画の位置づけでございます。 

 これまでどのように検討してきたかということでございますが、一昨年の３月に小金井市長

期総合計画の策定方針がつくられました。その後、６月に第１回の長期計画審議会が開催され、

現在までに審議会を１３回、起草委員会は１２回開催し、審議をしてまいりました。現在はこ

の赤の印のところの市民フォーラムを開催しているという段階であります。この後、審議会を

もう少し重ねまして、起草委員会も重ねた後、答申書を作ります。今日の市民フォーラムのご

意見を踏まえて修正をし、市長に対して提出する答申を出すということでございます。その後、

市議会に上程をされて、基本構想議決という形で進んでまいります。 

 では、内容でありますが、まず第４次の基本構想の特徴であります。主語として、主体を「私

たち」というふうに、誰が作るのかといった場合「私たち」です。市、市民、企業などを含め

て「私たち」と言っております。それから、キーワードは「しあわせ」と「参加と協働」とい

うことでございます。それから、さらに第３次と比較すると、社会潮流あるいは小金井市の現

状（特徴と課題）というのを追加いたしました。それから、４つ目でありますが、将来像実現

をはかる評価の指標を新たに設定をしております。この評価の指標を見ることによって、どこ

まで進捗しているのか、あるいは目標が達成されるのかということが数字でわかりやすくなる

であろうと考えております。基本計画との連続性を重視し、施策の重点領域（重点政策）を新

たに設定をしております。 

 小金井市の現状と課題認識ということでございますが、社会潮流といたしまして、少子高齢

化の進行であるとか、価値観の多様化、経済の成熟化、環境問題の深刻化、地方分権・自治の

進展と、こういうことを踏まえた上で、小金井市の現状といたしまして、子ども、高齢者、福

祉の分野では、元気な高齢者と充実した教育環境が小金井市の特徴である。課題は、子育て支

援、高齢者・障害者福祉の充実が求められているということです。 

 また、参加と協働につきましては、活発な市民活動、課題は参加と協働及び公民連携の推進

と、まだまだ推進できるというふうに考えております。 

 駅周辺を中心としたまちづくりという意味では、特徴としては便利な市内外へのアクセスと

いうのが小金井市の特徴で、とりわけ中央線の高架化により、ますます便利になってきており
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ます。ただ、まだ駅周辺の開発、道路などの整備とその活用が今後の課題として指摘できます。 

 みどりと環境衛生については、特徴として、みどり豊かで良好な住環境がある。２６市の中

でもこれは小金井市の特徴と言えることであります。ただ、みどりはどんどん減ってきており

ますので、その保全、拡大、それからまたごみの問題、これが課題として指摘できます。 

 行政サービスと行財政改革ですが、特徴としては、特徴ある行政サービスと財政状況の改善

ということでございますが、多様な住民のニーズへの対応と行政改革の推進ということが課題

として認識されるということでございます。 

 将来像は「みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ 小金井市」ということでありま

して、「元気です 萌えるみどりの小金井市」というのが第３次基本構想の将来像でございま

したけれども、今度は、そのみどりの部分は引き継ぎ、さらに子どもときずなということを加

えました。その評価指標としては、小金井市を住みやすいと思う市民の割合というのを指標の

１、それから小金井市に住み続けたいと思う市民の割合を第２の指標として設定しております。 

 それから、キーワードとしては「しあわせ」です。市民の幸せ、私たちの幸せということで

ありますが、そこは「みどりが萌える」「子どもが育つ」「きずなを結ぶ」と、この上の将来

像を「しあわせ」の要素として取り上げておりますが、「だれもが安心して暮らせる思いやり

のあるまち」「ふれあいと活力のあるまち」「豊かな人間性と次世代の夢をはぐくむまち」、

「文化と教育」ですが、それから「みどりあふれる快適で人にやさしいまち」という４つの、

「環境と都市基盤」、「地域と経済」、「文化と教育」、「福祉と健康」という、この４つの

柱を立てて、今回の市民フォーラムも４つの分科会というのでしょうか、議論をしていこうと

いうことです。今日はこれからは「環境と都市基盤」の議論をしていただいて、ご意見をいた

だくということでございます。 

 それから、第４次基本構想・前期基本計画の特徴として、先ほどの基本構想の特徴とちょっ

と重なりますが、まずは「私たち」という主体を明確にした。これは同じであります。 

 それから、市民ニーズ基点の施策づくりということでありまして、市民ニーズを基点に、市

民のニーズのあるところを重点的に行うということです。そういう意味で、現況と課題を記述

していると。 

 それから、６つの重点プロジェクトを設定しております。これは後ほど説明をいたします。 

 それから、分野ごとに成果指標、活動指標、主な事業を設定して、それぞれの内容をわかり

やすく記述をしております。計画性・実行性というものを強化しようということでございます。 

 それから、５点目ですが、これまで未掲載の施策を改めて掲載をしている。消防団であると

か観光であるとか、長期計画の中に記載されていなかったものも記載をしたということであり

ます。 

 基本計画の目的と策定意義・役割でございますが、まず目的は、この基本構想の将来像を実

現するために、具体的な施策を体系的に記述するということが、この基本計画の役割、目的だ

というふうに考えています。 
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 その意義というのは、計画を立てることによって、計画的に実行していくという、計画性と

実行性を強化する。それから、市と市民が一体となって推進をしていくということでありまし

て、そのため重点プロジェクト、それから成果・活動指標、主な事業を設定しております。 

 それから、この基本計画の役割ということですが、行財政運営の指針となるものにすると。

それから、諸施策を整合するということであります。縦割りでばらばらにならないようにとい

うことでございます。それから、施策の具体化・体系化ということでありまして、４番目が行

政経営の基本、行政評価の基ということで、この基本計画を策定していくということでありま

す。 

 基本計画の枠組みでございますが、目標年次等ですが、平成３２年を目標年次とする１０年

間の計画です。第４次の基本構想は１０年間、基本計画は前期の５年間、平成２３年度から平

成２７年度までと、２８年度から３２年度までの後期の５年間ということであります。ここに

基本構想１０年間がありますが、前期の基本計画５年間、それから後期の基本計画５年間、そ

れから実施計画をこれからつくる３年間、そこはローリングしながらもう一度３年間をつくる

ということでございます。 

 枠組みの上で、基本計画をつくる上で将来の人口は大変重要な要素になりますが、小金井市

の総人口は平成２７年度で１１万８,０００人程度となる見込みでございます。少し増えるとい

うことであります。それから、０－１４歳人口が減少し、６５歳以上の人口が増加する少子高

齢化がさらに進展するということが想定されるということでございます。 

 私の説明はここまでということでありまして、引き続き三橋職務代理からご説明させていた

だきます。 

◎三橋委員 マイクの関係もありまして、座ったままで失礼させていただきます。財政計画の

ところから、基本計画の概要及び重点プロジェクトに関しまして私のほうから説明させていた

だきます。お手元の「長期総合計画を検討するに当たって」の３－５からになります。前のパ

ワーポイントでも映していますので、よろしくお願いします。 

 まず、この財政計画なんですけれども、皆さん財政に関しましてはかなりご興味のある方も

あると思いますし、市民懇談会のときも、いろいろと計画を立てているんだけれども財政の話

はどうなりますかという話もありました。今回、ぎりぎりまでかかって市のほうで一生懸命作

業をしていただき、発表できるようになっています。まず目的なのですが、財政について市民

にわかりやすくすることです。これまで基本計画といいますと歳入、歳出に関して各年度の項

目ごとの数字が書いてあるだけでしたが、今回、ビジュアル化したりですとか、あるいはどこ

がポイントなのかというところが、きちんと明記されております。できる限り市民にわかりや

すく提示することで、使われてこそ意味がある、議論して一体となってやっていくことに意味

があるということで、ここを非常に重視して作成しています。 

 もう一つなんですけれども、作成ルールを簡素化しています。技術的なところは事務局のほ

うでいろいろとやっていただいているのですが、社会情勢の変化に対応しまして、いろいろな
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改革等が予想されるところもあるのですが、そういうところに対応できるようにできるだけ簡

素化したルールにして、対応できるようにしているという形になっております。 

 次ですけれども、特徴としまして、１つ目はこの目的の明確化、２つ目として長期総合計画

との連動した基幹的なところを含めた対応をしていますということです。あとは、現状分析を

踏まえた計画という部分なのですが、これは施設の老朽化ですとか耐震化等を踏まえた分析を

きちんと行ったことも入っているという形になっています。 

 また後で説明しますけれども、重点プロジェクトとの関係です。これは施設計画に関しては

１,０００万円以上、非施設計画に関しては３,０００万円以上の施策に関して盛り込んで作っ

ているのですが、特にこの重点プロジェクトに関しましては予算的なことを含めて整合性をと

れるように作成しているという形になっています。 

 今回のポイントになる部分として、１つが基金関係です。ごみ処理施設建設への対応としま

して環境基金という形で１億円ずつ追加しています。また、庁舎建設への対応です。こちらの

ほうも平成２４年度から３億円ずつ積み立てているという形になっております。あとは臨時財

政対策債です。赤字債というものですけれども、これの発行を抑制する方向でできる限り対応

しようということを踏まえたものと、最後に公共施設の耐震化計画も１０箇所ぐらいの耐震化

計画があります。そういったことも踏まえて検討しているものということになります。 

 細かいことに関しましては、お手元に中期財政計画という資料もございますので、ご参考に

していただければと思います。 

 具体的な中身ですけれども、一つが歳出総額及び歳出項目の推移になっています。歳出総額

というのは基本的には歳入総額と一緒ですので、財政規模になります。財政規模は、平成２２

年度には４１４億円台になっていまして、平成２３、２４年度３８０億円台、平成２５年、２

６年度は３５０億円台、最後に基本計画の最終年度の２７年度は３５３億円という形になって

います。この中身として金額が大きく違う理由は、投資的経費です。この部分が９６億円から

３０億円まで６０億円ぐらい大きく減ってきているわけなんです。平成２２年度だと、交流セ

ンターの購入のことがありますし、平成２３、２４年度には二枚橋の処理施設の解体費、こう

いったものが入っています。また、平成２３、２４、２５、２６年度から減ってきている部分

として、中央線の連続立体交差事業です。ほかにもいろいろと入り繰りはあるのですけれども、

大きなところとしてはそういったところもありまして、平成２２年度から平成２５年度まで金

額がちょっと大きくなっていますが、平成２６年度から減っているような形になっています。 

 それと、続きまして、人件費です。こちらのほうは第３次行財政改革の人員計画がございま

すので、こちらのほうの数字をベースにして試算しますと、７８億円から６３億円まで順次減

っているという数字になっております。 

 一方で扶助費は、若干増加していると。平成２２年度は１％ぐらいの増加にとどまっていま

すが、過去１０年間で２.７％ぐらいの増加をしているということもありまして、景気が悪い中

で生活保護等の扶助関係の費用というのがかかってきていますので、ここら辺は保守的に見積
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もって、この２.７％という数字を置き、生活保護に関しましても適切な試算をして増加すると

いうような数字を考えております。 

 あとは公債費です。これは公債費残高に対しまして今は現状１％台の金利なのですが２％と

しています。こちらのほうも少し保守的に見積りをした上で、それ以外の金利上昇にも備えつ

つ、適切な数字として試算をしているという形になっています。 

 次に、歳入については歳出と同様に話から４１４億円から３５３億円まで減っていくような

形になっているのですけれども、平成２２年度、まさに今朝、可決された予算は４１４億円と

なりその内数として、市税としては１９１億円、その他、繰入金とか国庫支出金等々入ってお

ります。この市税の伸びなんですけれども、こちらのほうも経済成長１％前提の伸び率になっ

ていると。この１％というのは、政府のほうで出している数字で、かなり保守的な数字だと思

います。過去１０年間、トレンド１％ですし、政府の中で幾つか試算をしている中で、潜在成

長率というような言い方をしますが、長期的にはもっと成長するというような見方もあるので

すけれども、１％というような保守的な見方を今ここでとって、市税収入の伸びを見込んでい

ると。ただ、足元の状況としては、若干１％より伸びは増えているようなところがあります。

これは市税の中で所得税、法人税関係、住民税以外に固定資産税が入っており、固定資産税は

過去４、５％ぐらいの伸びとなっているということで、そういったことを含めて市税に関して

は伸びが出るような形になっています。 

 続きまして、国庫支出金につきましては、横ばいから若干減っているというような想定にな

っています。これは事業関係等で、この国庫支出金等が変わってきますので、そういったこと

を適切に見込んで１０７億円から９４億円と数字を試算しています。 

 大きく変わってきていますのが、地方債の部分です。地方債に関しましては、今期５７億円、

それを順次減らしていき１６億円まで来ております。 

 また、繰入金の基金は、２１億円から最終的にはゼロと見ています。基金からの取り崩し額

を今期は２１億円、財政調整対策の金額等を含めて２１億円ありますが、最終的にはゼロにな

っています。 

 今、ご説明したのが、財政の中では毎年のフローの歳入と歳出なのですが、この後出てくる

議論としましては、残高（ストック）のほうですね。その残高のところでポイントになってく

るのが、企業で言えば積立金という内部留保に当たるような部分です。この部分と、もう一つ、

債務である地方債の２つについてストックとしてご説明したいと思います。基金につきまして

は、先ほどからちょっとお話があるように、平成２１年度までこういう形（基金の増加）で推

移している中で、平成２２年度に関しては基金が取り崩されるような形になります。財政調整

基金が２１億円あったのが１１億円になって、これがだんだん減っていくようになっていると。

ただ、一方で基金全体の残高としては、１回ここで取り崩すのですが、最終的にはこういう形

でまた積立を増やしていく計画になっています。 

 逆に、地方債のほうなんですけれども、やはり平成２２年度から２３、２４年度と建設事業
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債が増えていますが、そこからまた減っています。一方で、赤字の特例債ですが、こちらも増

えていくけれども、それを抑制していくという形になっています。この地方債に関しましても、

赤字債はよくないという話がありますけれども、決して残高そのものがあること自体が悪いと

いうことではなくて、何に使うかという中身の問題と、いかに残高をコントロールできている

かというところなんです。そのコントロールとしまして一応、平成２４年度から１４５億円、

１４３億円、１４２億円と残高を抑え、国で言うところのプライマリーバランスという言葉も

ありますけれども、収支についても最終的には繰り入れと経常経費と経常支出をうまくバラン

スさせるような形で抑制するような計画を立てているという形になっています。 

 以上のところが財政なんですけれども、続きまして基本計画の概要の部分です。概要につき

ましては、１部、２部、３部という形で「総論」、「各論」、「計画の推進」という形になっ

ています。この「総論」、「各論」、「計画の推進」といったときに、「総論」の中では基本

計画の意義と役割、枠組み、概要。今、話しているのはこの概要の部分になります。後ほど重

点プロジェクトと施策の体系があります。各論の部分に関しましては先ほどの４つの部分があ

りまして、あとは「計画の推進」です。すべての分野に関係する部分が入っています。ここの

「各論」の中身が、現況と課題、施策の方向性、成果・活動指標とかというところであるので、

ちょっとこれにつきましては、少し後の説明でも出てくるところですので、この冊子の資料を

見ていただきたいのですけれども、冊子の４８ページをご覧いただけますか。 

 「施策の読み方」というページがあるのがわかりますか。分厚い冊子「第４次基本構想・前

期基本計画」という市民フォーラムの資料で４８ページですけれども、ここのところで「施策

の読み方」という形で出ているものです。この分野の現況と課題をまとめ、必要に応じて関係

データを示していますと記載をしています。その下の成果・活動指標とか、主な事業というの

があるんですが、こういったものをどういうふうに導き出すかといったときに、一番大事なの

は現況と課題のところで、最初の取っかかりがきちんと市民ニーズを踏まえているのかという

ところがポイントになっています。この現況と課題の部分に関しましてはご覧になっていただ

いて、市民ニーズとちょっと離れている、あるいは我々の実感と離れているということがあれ

ば、ぜひ議論いただきたい部分になります。これが現況と課題の部分です。 

 それに対しまして、施策の方向性という形で、その現況と課題に対してこういった方向で課

題を解決していく、施策の方向の全体性を検討していくというのが施策の方向性で、このペー

ジの下に書いています。 

 さらに、今回新たに計画性、実行性を強化する意味で成果・活動指標というのが新たに入っ

てきました。これは原則として、現状値は平成２０年度のもの、目標値は平成２７年度のもの

を掲載しております。目標値の立て方としまして、基本的に個別計画を精査しているものに関

してはその数値をとっているのですが、今回議論があったものに関しては、まずは２０％の増

加を目安として入れています。 

 施策の体系ですけれども、ここでは、中分類の中でさらに施策の体系というのを明示してい
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まして、分野として、例えば「人と自然との共生」でいうと、その次のレベルが「環境にやさ

しい仕組みづくり」と、さらに下の分類になると、「計画的な環境保全施策の推進」という体

系になります。 

 それから、主な事業がありまして、さらに個別には主な取組という形になっています。あと

は、下のほうに主な事業とかの「整備」「実施」「推進」「拡充」「充実」「継続」という行

政用語についての説明等もありますので、後ほどご覧ください。 

 こちらのほうなんですけれども、施策の大綱の中身です。中身に関しましては、後で委員の

方から詳しくご説明いただけると思いますので、そちらのほうで細かく話をできればと思いま

す。「環境と都市基盤」ですと、駅周辺のまちづくりですとか、ごみの問題、住環境等入って

いますし、「地域と経済」ですとコミュニティーの話、防犯・防災の話、商業、農業、工業等

のものが入っているといます。 

 「文化と教育」ですが、学校教育ですとか、文化、市民交流センター、芸術、人権、平和、

男女参画等ですね。 

 「福祉と健康」ですと、子育て、子育ち、高齢者、ノーマライゼーション、障がいのある人、

あるいはひとり親家庭への支援等々が入っております。 

 あと重点プロジェクトなんですが、先ほど会長のほうからもお話がありました、社会潮流や

市の現状を踏まえて重点的・横断的な施策を展開するものとなっています。この重点プロジェ

クトは、将来像を実現するために必要なものと、その他、基本構想の重点を踏まえて重視すべ

きものということを基本として設定しています。ただ、ちょっとご注意いただきたいところは、

重点プロジェクトといったときに、すべて先ほど話しました４つの施策の大綱の施策の体系の

中に全部含まれている施策ですね。それを改めてその中から抽出して、優先度が高い施策とし

て認定しているものであって、別途何か重点プロジェクトだからといって新しい施策を設定し

たというものではありません。ただ、そういうことで優先順位、ないしは実現性の高い施策と

いうことを明示しています。 

 この重点プロジェクトの中身は、先ほど会長のほうから話がありました市の現状と課題を踏

まえまして、「みどりと環境衛生」、「駅周辺を中心としたまちづくり」、「子ども・高齢者・

福祉」、「市民参加と協働の推進」、「行政サービスの充実と行財政改革」といったところを

重点政策として基本構想で示しておりますので、これを踏まえて「みどりと環境プロジェクト」、

「まちのにぎわい創出プロジェクト」、「子育て・子育ちプロジェクト」、「生涯いきいき安

心プロジェクト」、「共生社会推進プロジェクト」、「きずなを結ぶまちづくりプロジェクト」

という６つのプロジェクトを指定しました。これを実行することで将来像の達成、ないしは将

来像の理念ですとか、あるいは本市の現状から重視すべきもの課題の解決は、特徴を伸ばすこ

と等つながっていき、引いては私たちのしあわせの向上等につながっていくものです。 

 重点プロジェクトの中身は、目指すべき姿として、市内のどこでも身近にみどりが感じられ

る、みどりあふれるまち、ごみの減量・資源化を進めて全国でもトップクラスのごみ行政を展
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開するまち、公害の少ない環境にやさしいまちという形で、その中身としましては、ごみの減

量、ごみ施設の建設、校庭の芝生化の推進等々が入っています。 

 「まちのにぎわいの創出プロジェクト」ですね。こちらのほうは生活の利便性の高いまちづ

くりを目指します。あるいは市内の商店街などがにぎわう、活力あるまち、市外から多くの人

が訪れて楽しめるまちという形で、想定される事業に関しましても、武蔵小金井駅周辺とか駅

周辺のまちづくりですとか、コミュニティーポータルサイトですね。コミュニティ情報をでき

るだけ一元化していこうという位置づけのものです。あるいは商店街、農産物、ベンチャー企

業へのサポート、観光イベント等への支援、こういったところを考えているところです。 

 「子育て・子育ち応援プロジェクト」ですけれども、これは子どもが夢を持ってのびのびと

育つ、子どもの笑顔があふれるまちと、子育てが楽しくなるまち、地域に開かれた学校のある

まちという形で、想定される事業としましては、ボランティア活動の充実ですとか、「分かる」

「できる」「活かす」授業への改善を通して、夢を持ってのびのびと育つと。あるいは、子育

てが楽しくなるという意味では、学童保育、子育て支援をする地域のネットワークの充実、ひ

とり親家庭の就労に向けた支援等々を通じて、楽しくなるまちにしていきましょうと。地域に

開かれた学校のあるまちとしましては、放課後の教室など、家庭・学校・地域が一体となった

取組を推進するという形になっています。 

 「生涯いきいき安心プロジェクト」、こちらのほうは要は高齢者のお話、生きがいを持って

生涯にわたっていきいきと暮らせるまち、高齢になってもいきいきと暮らせるまちだというこ

とですとか、かかわりの必要な方も安心してくらせるまち、あるいは医療体制が充実している

というようなまちを目指していこうと。想定される事業ですけれども、誰でも参加できるイベ

ントやレクリエーションの充実ですね。あるいは老人クラブへの活動支援。認知症に対する早

期の診断対応から始まる地域支援体制づくり。あるいは地域で取り組む介護予防の充実ですと

かグループホーム。こういったところを通じて審議会の中では世代間交流等も大事だというお

話で議論をしているような次第です。 

 あとは重点プロジェクトとしまして「共生社会推進プロジェクト」ですね。５つ目にありま

すけれども、ノーマライゼーション、障がいとか高齢の方でも差別なく、分け隔てなく生活で

きるまちということですとか、人権を尊重して男女共同参画を推進するまち、あるいはユニバ

ーサルデザインですね。性別とか国籍ですとか、いろいろなことがありますけれども、どんな

方でも住み心地のよいまちづくりをしましょうというのがユニバーサルデザインですね。中身

としましては、障がいがある人の就労支援の拡大、高齢者、障がいがある人への災害支援に対

する構築、国際交流ですとか人権平和活動の意識開発、男女平等支援センターの整備、駅周辺

のバリアフリー、あと、車道と歩道の分離とか街路樹の植栽、こういったものも非常に大事だ

と思いますし、福祉会館の整備なども検討していきます。 

 最後、きずなです。きずなというのは参加と協働と関連します。地域のまちづくりの中で非

常に大事な部分ということで、施策としては今までの５つと重複するような部分もあるのです
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けれども、目指すべき姿としましては、地域で生活を楽しみ、活動を通してふれあえる、きず

なを結ぶまちと。幅広い世代が参加するまちづくりを進める、参加と協働のまち。市民参加と

市民協働によって市政が進められるまちという形で、想定される事業としましては、市民協働

支援センター、あるいは貫井北町地域センター、こちらを地域の拠点として整備を進めていく

と。自主防災組織の強化。多様な市民ニーズの把握、共有化ということで、これはアンケート

調査や市民意向調査ですとか、そういったことをしっかりやっていって、それを共有化してい

くと。あるいは各種審議会等の公募枠の拡充、計画の策定段階から市民参加の推進等を今、想

定される事業として挙げています。 

 駆け足になりましたけれども、私のほうからは以上です。 

◎淡路委員 私のほうから、「計画の推進」という形でご紹介したいと思います。 

 この「計画の推進」は、これから政策の中身がいろいろ検討されるわけなのでございますが、

ただ、どんなにいい政策でも能力以上のことはなかなかできないということがございまして、

その一つの能力というのが、やはり市役所の能力がどれぐらいあるかというところも大事でご

ざいます。計画の内容が充実してくればくるほど、それに充当する市役所をどうしていくかと

いうことが一つ問題になり、審議会の中で、こんな市役所像を実現していただきたいと、ある

いは実現すべきではないかといろいろ検討をしていただいたということでございます。そんな

位置づけで見ていただけるといいのかなというふうに思います。 

 この上ですね。これが政策なんですが、私が説明するのは、市役所はどういうふうに市民の

方々と一緒に変わるべきか、新しい能力をどうつけるかという形でこんな提案を審議会の中で

提案したということでございます。短い時間ですから、そんなに細かい紹介はできないのでご

ざいますが、でも、この図が非常に大事でございます。皆さんも企業にお勤めになったり、商

店経営とかなさっていると思うのでございますが、それと同じでございますね。どんな経営の

スタイル、あるいは行政運営のスタイルを、あるいは人材育成のやり方をやっていくかという

ことを絵にあらわしたのがこの図でございまして、大体こんなようなことを市役所は目指すべ

きではないかという形で検討させていただいたということでございます。 

 ポイントは４つでございます。そんなに多くなくて、番号が振ってございますが、ここが後

でご紹介する内容でございます。この下、①と、あと②ですね。③と④とあるのでございます

が、一番大事なのは①でございます。会長からもちょっと話があったのですが、行政がやるべ

きことというのは、市民の方がこうやってほしいということを中心として考えるべきではない

かと。やはり市民ニーズをきっちり把握した上でいろいろな政策、あるいは窓口のサービスと

か、市民の方々の協働も進めていくべきではないかと。この①、ここをいろいろな形で頭の中

に入れて、いろいろな政策をやるべきではないかということを大きな柱にしたということでご

ざいます。 

 ただ、市民のニーズをしっかりつかむためには、やはり今回のように、ひざ詰めで話してい

かないと、なかなか本音がわからないというところもあるのでございまして、そういう点では、
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こういう機会をどんどん増やしながら、本当に市民の方が望んでいるものは何なのかと。その

中で行政がやるべきことは何なのかというあたりを①でしっかり把握した上で、真ん中、ここ

が大事なのでございますが、ここが市役所の仕事のやり方でございます。そういうニーズを把

握した上で、市長を中心に各部長が協働しながら、行政評価もしっかりやりながら、それにふ

さわしい人材をきっちり育成しながら進めていかないと、上で考えた政策もなかなかうまくい

かないと。そんな経営をやっていただたきたいという形で、②のところを、後で簡単にご紹介

していきたいかなと思います。 

 ただ、行政活動をするといっても、しっかりした計画がないとなかなかうまくいかないと。

今回もそうでございます。今回もしっかりした基本計画をつくろうという形で審議会でも考え

ているのでございますが、市民の方の意見も入れて、さらに充実していきたいと。その計画の

もとにやっていくということでございまして、そんな点では、やっぱりしっかりした計画を立

てる必要があるのではないかと。③というような取組をぜひ市役所の中でやっていただきたい

ということでございます。 

 最後は結果なんです。財政。頑張ったんだけれども成果が出ないという時代は、もうなかな

か承知できないというところでございますから、せっかく市民の方と協働して、職員の方も能

力をたくさん発揮していくということであれば、やっぱりそれにふさわしい成果も頭の中に入

れてやるべきではないかと、最後、財政ということも頭の中に入れてこれから市役所並びに市

民の方の協働を進めていくような計画の推進と改革をやっていただきたいということでござい

ます。 

 そんなところが内容でございます。 

 あと、若干、①②③④の詳細を簡単にご紹介していきたいかなと思います。 

 これが①と②でございます。ここが市民と参加の協働ということでございます。タイトルで

言えば、活発な参加と協働。それに基づいてちゃんとニーズをつかんでいこうということです。

あまり話し合いをしないままに、アンケートをとったからいいということではなくて、こうい

うひざ詰めの話もしながらしっかりニーズをつかんでいこうということでございます。具体的

には、これは黒のところに書いてあるのでございますけれども、市民ニーズはもちろんちゃん

と把握していこうということでございます。こういうひざ詰めもやりながら、あるいは窓口の

ニーズも把握しながら進めていきたいと。 

 ２番目は、情報の共有が大事でございます。行政だけ知っていて、市民の方が知らないとい

うことではニーズの出しようがありませんから、できるだけ行政の持っている情報はどんどん

出すというような仕組みを作っていただきたいということでございます。そんなことを通じて、

ここ、大事でございます。市民ニーズを起点とした小金井市を実現していくという形で、まず

参加と協働のところは考えていただきたいということでございます。 

 ２番目が市役所活動そのものでございます。小金井市はたくさんの地域力がございますから、

地域にあるものをどんどん掘り起こして、企業の方も含めて、観光資源も含めて、そういうも
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のをいかしながら、やっぱり効果が大事でございます。最初が効率ということはあり得ません

から、やっぱり市民の方にとって役立つものを、より少ない税金でやれると。そんなことが実

現できる行政活動をやっていただきたいと。併せて、それにふさわしい組織、人材を育成する

という形で行政経営のところは取り組んでいただきたいということでございます。これから首

長さんのリーダーシップが非常に大事でございます。各部長さんの力量も大事でございます。

職員の方々が持っている潜在能力も大事でございますから、そんなことが発揮できるような経

営の仕組みをぜひつくっていただきたいということでございます。 

 あと２つでございます。計画的行政ということで、きっちりした行政運営をやるには明確な

計画が必要でございますから、今回もそんな意味で基本計画をきっちり検討しているというこ

とでございます。庁舎建設の計画もございます。これもよく合意をとりながら進めていくとい

うような政策を進めていただきたいと。小金井市だけではできないものもございますから、そ

れは近隣の市町村と協働しながら進めていくというところも積極的に取り組んでいただきたい

と。 

 そんなことを通じて、一貫性ですね。皆さんのニーズに基づいた政策をちゃんと窓口で提供

していくという一貫性が大事でございます。それと各部署がばらばらということでは困ります

から、一貫性と整合性のある計画を実施していただきたいと。 

 最後が財政でございます。効果のあるところに財政資源を提供するということは大事でござ

いまして、しっかりしたコスト意識を持っていただいて、本当に成長に役立つところには財源

を投下していただいて、そうではない、無駄のあるところはやっぱり徹底的にカットしていく

という形で、本当に将来像が実現できるようなところに財政が行き渡るというような仕組みを

ぜひつくっていただきたいと。 

 という形で、効果的で無駄のない財政配分と健全財政の推進ということに取組をぜひやって

いただきたいということでございます。 

 こんな４つの「計画の推進」というところに取り組んでいただいて、これからの政策の推進

を完璧にやっていただきたいという形で審議して皆さんに紹介したということでございます。

こんなことも頭に入れて、後半の議論の参考にしていただければいいのかなというふうに思い

ます。 

◎永田委員 では、座ったままで失礼いたしますけれども、「みどりあふれる快適で人にやさ

しいまち（環境と都市基盤）」という、この分野につきまして計画の概要をご説明いたします。

この分野は起草委員の永田からご紹介いたします。よろしくお願いいたします。 

 まず、施策の大綱でございます。この「環境と都市基盤」につきましては、日々我々が生活

する上で非常に基礎となるような、部分でございます。小金井市には非常にみどりが豊かであ

り、自然環境というのは非常に大きな財産であるということが市民の意向調査等でも明らかに

なっております。そういう意味で、市民の方々は意向調査におきましても、公共公益施設の充

実であるとかごみ問題、これは非常に大きな問題でございますけれども、みどりと水の保全、



－１６－ 

あと、道路であるとか施設のバリアフリー化、こういうところに非常に高い関心をお持ちであ

るということがうかがえております。将来像である「みどりが萌える・子どもが育つ・きずな

を結ぶ 小金井市」を実現するために、「みどりあふれる快適で人にやさしいまち」というこ

とを目標として、いろいろな施策を打っていく必要があります。 

 将来像の「みどりが萌える」ということもありますが、これを実現するために、この部分で

は「環境と都市基盤」ということで、それぞれ３つずつの施策というものが考えられておりま

す。特に環境におきましては、みどりと水という部分。これはタイトルどおりでございますけ

れども、みどりをはぐくむという、先ほどご説明もありましたけれども、みどりというのは放

っておいたら減少していくということがございます。そういう意味で、いかにその減少をとめ

るかという、そのあたりの視点が大事になってくると思います。 

 環境につきましては、地域環境衛生ということで、これはごみの問題、非常に大きな問題で

ございます。人と自然の共生という、これも地球環境への負荷の低減、こういう大きな話でご

ざいますけれども、それに対して我々がどういうことができるのかという、そのあたりが一つ

の施策となってくるというところであります。 

 もう一方、都市基盤でございますけれども、これにつきましては書いてございますとおり、

市街地の整備があります。特に、ＪＲ中央本線の連続立体交差事業ということで、これがほぼ

完成に近づいてきているわけですけれども、それをもとにしたような、特に高架下の利用であ

るとか、そういうあたりの計画等が出てまいります。 

 住宅・住環境については、小金井市は一種住専というのがかなり多い、他市に比べて非常に

多いわけでございまして、非常に良好な住宅環境にあるということがあります。それをいかに

保持していくか。あと安全で快適なまちにするか、このあたりが大きな施策になってくると思

われます。 

 それを受けるために道路であるとか河川に対する施策、道路につきましても人にやさしい道

路環境の整備というのが求められているというところであります。今回、６つの分野になって

おりますけれども、これは第３次の基本構想・後期基本計画、多分お手元のほうにこういう冊

子がございますけれども、後で見ていただければと思うのですが、この中には、実は上下水道

であるとか防災、地域情報ネットワークというものが入っていたということです。上下水道に

つきましては、今、ほぼ維持管理に重点が移っているということがございまして、住宅である

とか住環境のほうに統合されているというところであります。 

 防災につきましては、これは午後からの分野ですけれども、「地域と経済」、そちらのほう

に統合されているというところであります。あと、情報のネットワーク、これにつきましても、

これは実は午後からの分野でございまして、「地域と経済」へ移してあるということでありま

す。そういうことで、第４次につきましては、この６つの分野で進めていくというところにな

っております。 

 ここからは、パートごとでご説明申し上げるところであります。まず、みどりと水でござい
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ます。これについては、市民意向調査、これもお手元のほうにあるのかどうかですけれども、

平成２０年度に小金井市で調査を行われております。この中で明らかになっていることですけ

れども、やはりみどりと水というのは小金井市の第一の特徴でございます。実は、私、公募委

員としてこの審議会に応募したわけですけれども、その応募書類の中で、小金井市の特徴は何

ですかという項目がございました。その中で第一番目に、私もみどりというものを挙げており

ます。子どもは大きくなりましたけれども、野川公園であるとか武蔵野公園、野川、このあた

りで非常に楽しく遊んだという記憶がございまして、やはりこれは小金井市としても保全して

いかないといけないという、重要な施策ではないかと考えております。そういう意味で、小金

井市の第一の特徴であるということであります。 

 現況と課題でございますけれども、書いてあるとおり、市内の豊かなみどりと水を守ってい

くということ。なおかつ、守るだけではなくてやはり育てていくことが重要なんだということ

を挙げられております。従来の緑地の保全、これは生産緑地、お手元の資料の５１ページ、多

分図表のほうで出ていると思うのですけれども、１０年間で大体９万平方メートルぐらい、９

ヘクタールぐらいが減少してきているという、そういう状況にございます。新たなみどりを創

出する取組というのが実は重要になるのだということが大きな課題として挙げられております。 

 そういうものをどういう施策の方向性を打っていくのかということで書いてございますけれ

ども、実は、今回の第４次の基本構想では参加と協働ということがございます。そういう意味

でここに書いてありますとおり、市民参加による緑地をつくっていく活動であるとか、公園等

の緑化であるとか、みどりの保全、創出活動、こういうものが重要になってくるというところ

であります。 

 雨水の貯留浸透、これは世界一というふうに聞いてございますけれども、そういう意味で、

雨水の貯留浸透を進めていくということが水辺の創出につながっていくという方向を打ち出し

ているところであります。 

 この分野は長期計画審議会の中でもいろいろ議論させていただいた分野でございまして、ど

ういう成果を求めていくのかということが下のところに書いてございますけれども、ここでは

８つぐらい書いてございます。個別に説明するのは大変ですけれども、成果・活動指標につき

ましては、まず環境基本計画をいかに達成するかという達成率が書いてございます。これにつ

きましては、まだ仮称であるということで、これから実際、計画を策定されるわけですけれど

も、その中で目標としては平成２７年度において８０％を達成しようという、非常に意欲的な

目標を立てられているというところであります。 

 ここで具体的な活動としては、花壇のボランティアであるとか、環境美化サポーターが活動

するような公園というものを増やしていくという成果目標というのを挙げております。 

 また、緑被率というのがございます。これはなかなかわかりづらい指標で恐縮ですけれども、

私どももあまりわかっていないようなところがあるのですが、これは小金井市全体で、緑で覆

われた土地の割合がどれぐらいあるかという、そういう指標と伺っております。技術的な進歩
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等がありまして、一概に前回の指標と比べられるか、数値と比べられるかというのは難しいと

ころがあるということは聞いているわけですけれども、最低限、小金井市２８％弱ぐらいの緑

被率になっているわけでありまして、それを維持していくということが重要であるということ

で、減少ではなくて維持すると。放っておいたら減少するわけでございまして、それをプラス

方向で考えるということで、積極的に維持するという方向を考えているというところです。 

 それから、市民１人当たりの公園の整備面積、これも増やしていくという方向にございます。 

 都市計画公園の整備ということでは、これは小長久保公園ですか、このあたりの整備につい

て進捗を目指して頑張るということで、目標は５２％という数字が上がっております。 

 都市計画道路の緑化率。都市計画道路、これは後段のほうにも出てまいりますけれども、現

在、小金井市の中で３９％の整備率になっているのですが、これを５０％まであと６、７年ほ

どで伸ばしていくということになっております。当然ながら、都市計画道路は、道路の開通だ

けではなくて、緑化を進めていくということで、そういう観点から意欲的に５０％というのが

上がっております。 

 雨水の浸透ますの設置率でございますけれども、現在５２％というのを、さらに伸ばした５

５％まで上げていくという、そういう数値目標が挙げられております。 

 ちょっと長くなりますけれども、施策体系と主な事業について簡単にご説明いたしますと、

この分野の施策としては、みどりはぐくむ仕組みづくり、みどりの保全、みどりの創出、水辺

の拡大という、こういう４つの施策を考えていくというところであります。具体的に、どのよ

うな事業を行っていくかということで、「（主）」と書いてあるのは主な事業になっておりま

す。主な事業でいきますと、環境基本計画の推進と策定ということが挙げられているというこ

と。あと、ボランティアであるとかサポーター制度の充実というのを市では考えております。 

 みどりの保全のところでございますけれども、これについては、緑地の確保・整備というこ

とで、実は「緑の基本計画」というのを立てられているのですけれども、その中でみどりの保

全というものを積極的に打って出るということであります。 

 みどりの創出につきましては、先ほど申したとおり、東小金井北口あたりの公園の整備であ

るとか、小長久保公園の整備という、こういう２つの公園の整備というのが具体的に挙げられ

ているというところです。みどりの創出の部分の道路につきましては、都市計画道路を緑化し

ていくという施策があります。 

 水辺の拡大のあたりでは、雨水の地下浸透の対策ですけれども、これに対しては積極的に助

成していくということが考えられております。 

 「（新）」というのは新規に取り組まれる事業でありますし、「（拡）」というのは、拡充

されていくものの中で代表的なものを考えられているわけで、ここでは、みどりを増やしてい

くということがございます。そういう意味で、最近話題になっておりますけれども、小中学校

の校庭の芝生化、このあたりを推進していくということが考えられているというところです。 

 ２番目といたしましては地域環境衛生ということでございます。この中ではごみの問題とい
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うことが挙げられているわけでございます。小金井市としては非常に大きな問題であります。

これは現在、市長への手紙であるとか意向調査においても、最も重要な項目になっているとい

うことであります。一方、小金井市の中でごみの排出量というのが非常に少なくなっているこ

とも事実としてあり、加えて、総資源化率が全国のトップレベルにあるということであります。

このような現況にありますが、皆さんよく御存じのとおり、近隣の各市であるとか広域支援に

よって可燃ごみの処理というのが続いているという、そういう問題になっております。そうい

う意味で、安定的にごみを処理していくという必要がありまして、可燃ごみの処理施設の整備

というのが喫緊の課題であるというのは、皆さん御存じのとおりであります。 

 この分野の施策の方向性ですが、これにつきましてはここにも書いてあるとおり、循環社会

の形成ということで、ごみの減量化の推進を図る必要があるというのがまず１点であります。

処理施設の整備であるとか、それだけではなくて、皆さん非常に快適に過ごすために清潔で美

しいまちというのを皆さんの手でつくり上げていく必要があるということで、このあたりが施

策の方向性として出ております。 

 成果・活動指標につきましては、ここにあるとおりでございまして、現在、１人当たりのご

み総排出量というのが約６８０グラムぐらいでございます。これは調整中と書いてございます

けれども、数値的にはほぼ横ばいか、また減少ということを小金井市では考えられているのか

なと思っています。 

 総資源化率につきましても現在、５０％弱ぐらいなものでございますけれども、これにつき

ましても小金井市のほうで調整されているところであります。 

 可燃ごみの処理施設の整備でございますけれども、現在、未整備ということになっておりま

すけれども、これは平成２９年に稼働するということを目標に掲げられておりますので、２７

年につきましてはこの段階では整備中ということで書いてございます。 

 市民であるとか、団体等におけるごみ問題に対する啓発や美化活動についても積極的に取り

組んでいくということが挙げられております。 

 なかなか数値化というのは難しいのかもしれませんが、現在、調査されておりまして、現在

の調査につきましては２０％増加を基本として市のほうで調整されているということでござい

ます。 

 主な施策の体系は書いてあるとおりでございまして、３つほどございます。循環社会の形成

であるとか、ごみ処理、まちの美化でございます。先ほど説明を忘れましたけれども、みどり

の事例が書いてございます。これが重点プロジェクトに相当いたしまして、括弧書きで（１）

というのが重点プロジェクトの１に対応しております。（６）というのは６に相当するという

ことであります。 

 循環社会の形成につきましては、具体的な事業としては書いてあるとおりですけれども、ご

み削減ノウハウ集の作成であるとか、再使用の推進ということで、これは有機性資源の循環シ

ステムの構築、これは主体的に取り組まれるわけですけれども、それをさらに拡充するという
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ことで挙げられております。 

 ごみの処理につきましては、新ごみ処理施設の建設事業を進めていくということが新しい取

組であります。可燃ごみ処理施設の整備ということで、これは主体的に取り組まれるというこ

とであります。さらに、中間処理場の再整備ということで、これは貫井北町のところにござい

ますけれども、そのあたりを検討していくということが挙げられております。 

 まちの美化につきましては、ごみゼロ化推進員という方がいらっしゃるのですが、そのよう

な活動を充実していくということが挙げられております。 

 地域環境衛生につきましては、以上でございます。 

 続きまして、人と自然の共生ということであります。これは現況と課題が書いてございます

けれども、小金井市のほうでは平成１７年に環境基本計画であるとか、平成１９年度には地球

温暖化対策実行計画、これは市役所版だそうですけれども、これを作成されております。平成

２１年に関しましては環境マネジメントシステムということで、市役所へ導入されているとい

うことで、順次こういう対策が打たれてきているというところが現況でございます。一方、環

境基本計画を立てられているのですけれども、実際、これは参加と協働によっていかに取り組

んでいくかということ、あと、公害に対して市民の意識の向上が必要であるということが課題

として挙げられております。 

 実際、施策の方向性としては書いてあるとおりでございますけれども、環境へのやさしい仕

組みづくりというのを考えないといけないということであります。地球環境への負荷の軽減を

図る必要があるということであります。昨今、都市型であるとか生活型の公害、これは特に騒

音の問題等があるわけですけれども、そういう問題に対しての対策であるとか、市民の間でそ

ういう問題を起こさないという、市民の意識の向上を図る必要があるということが挙げられ、

審議会の中でも議論してきたところでございます。 

 成果や活動の指標につきましては、書いてあるとおりでございますここでは環境博覧会であ

るとか、環境講座、環境施設見学会というものが開催されてきているところであります。これ

も目標としては２０％増というのを考えられているというところです。 

 地球温暖化ガスの排出量ですけれども、これは地球温暖化のガスの削減状況を測るものとし

て設定されるということになっております。実際、これは地球温暖化対策地域推進計画という

のを来年度、２２年度に策定予定ということでございまして、その目標値を使うような形で今、

審議会の中で意見を出されているというところでございます。ここには書いてございませんが、

地球温暖化対策地域推進計画のものを用いるということで現在、調整されているというところ

であります。 

 ３点目の公害に関する監視測定項目でございます。これは実際、現状でも公害問題に関して

監視であるとか防止体制というのを図っていらっしゃるわけです。必要な項目についてはその

維持というのは目標とされているということでございます。現在、調査中でございますけれど

も、今と変わらない状況というのが維持されるということで目標として挙げられております。 
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 この分野での主な施策の体系は、ここに書いてあるとおり３つございます。これも環境にや

さしい仕組みづくりや地球環境への負荷の軽減、公害発生防止体制の充実、このあたりが主な

施策として考えられておりまして、事業につきましては８つの事業が挙げられております。主

体的には環境博覧会など、特に環境問題への啓発事業を充実していくということがメインであ

ろうかと思っております。温暖化に対しては省エネルギー施設に対しての助成事業に対して実

施されるというようなことが挙げられています。公害問題については管理体制を継続していく

ということが主な事業として考えられています。 

 続きまして市街地整備のほうでございますけれども、先ほど３つの施策があるということを

ご説明いたしましたが、まず１点目として、資料の６２ページ以降のところでございますけれ

ども、小金井市の中には武蔵小金井駅、東小金井駅、新小金井駅という３つの駅があり、この

３つの駅を中心として魅力ある市街地を形成するということが、市民活動、市民生活における

利便性を向上させることに影響してくるということであります。着実にそういうものを推進し

ていく必要があるということで挙げられております。特に、武蔵小金井駅と東小金井駅につい

ては、ＪＲ中央本線の連続立体交差事業における高架化がほぼ完成しているということで、す

でに電車自体は高架を走っておりますが、市内の南北交通が非常に円滑になってきた。ようや

く進みつつあるということでございます。まだ完全には道路整備が終わっていないので、なか

なかそこまで行っていないというのが現状ですけれども、円滑化の方向に向かっていることは

事実であります。 

 平成１７年にまちづくりの条例であるとか、平成１９年度にバリアフリーのまちづくり基本

構想というのが市でも制定されてきているという、そういう現況にございます。その意味から

すると、市民として利便性が高い施設の整備や住民が主体となったまちづくりの推進というの

が必要となり、そのあたりが課題となっているというところでございます。 

 施策の方向性につきましては、武蔵小金井駅周辺の再開発や東小金井駅周辺の土地区画整理

事業、新小金井駅周辺の市街地整備による市街地形成を進めるという、このあたりが主な方向

性になっております。中央線が高架になったわけですが、高架下の利用について推進していく

必要があります。また、先ほど申したとおり、住民主体のまちづくりの支援というものを市の

ほうでは考えられているところでございます。 

 成果であるとか活動の指標は２つほど書いてございます。１点目、駅周辺の整備に伴って利

用状況がかなり変化してくるということは考えられます。それを測るための指標として、市内

３駅の１日平均乗客数の合計ということで挙げられております。これは乗降客ではなくて乗客

ということになっておりますけれども、現在、３駅で８万５,０００人ほどの利用があります。

これについては人口の伸び以上の目標を掲げておりまして、利用者が５％伸びるというような

目標を設定し、２７年度については９万人の利用があるような、これはかなり努力目標的なと

ころがあるかと思うんですけれども、そういう設定となっております。 

 もう一点は、地区計画の件数でございます。これは住民主体のまちづくりの推進を図るとい
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う、そういう視点からこういう指標が挙げられております。これは地域の皆さんで、自分たち

の住む町をどう変えていくかのか、そのあたりを住民の方が主体となって行政と一緒に計画を

立てていくという意味で地区計画というものが挙げられているわけですけれども、現状、４地

区で計画が進められているのを、目標としては５地区で今後進めていくということです。これ

もなかなか難しいところはあるのですけれども、こういう目標を立てられているというところ

であります。 

 施策の体系については、ここはまちの顔となる駅周辺の整備、魅力的な市街地、このあたり

が具体的な施策として挙げられております。特に、まちの顔となる駅周辺の整備、これは重点

プロジェクトである「まちのにぎわい創出プロジェクト」に大きく関連しているものでござい

ます。魅力的な市街地については、重点プロジェクトの１番目の、「みどりと環境プロジェク

ト」、このあたりに関係する事業でございます。具体的な事業についてはちょっと見ていただ

ければと思っております。皆さんよく御存じの事業でございます。 

 続きまして、住宅や住環境についての項目でございます。これは資料のほうの６５ページ以

降に書いてございます。住宅や住環境については、小金井市は非常に良好な住宅が広がってい

るわけなんですけれども、今後、やはり安全性であるとか快適性、そういう環境及びエネルギ

ー問題、非常に注目されているわけなんですけれども、そういうものへの対応が求められてお

ります。 

 小金井市の水というのは非常においしいと評判になっているわけですけれども、そのあたり

の維持というのが求められているというのが現状でございます。 

 小金井市の上下水道については、都市化の進展により早くから整備が進められてきています。

住宅についても良好な住宅地が広がっており、住宅に関するマスタープランであるとか、平成

２０年度に耐震改修促進計画というのが策定されています。耐震化やバリアフリー化対して、

市では鋭意取り組まれてきて、支援されてきているというところであります。このような観点

から、今後もこのような施策を行っていくことが必要になってくるというところであります。 

 小金井市は非常に自然が豊かであるということがあるのですが、そういうものと調和した住

環境の整備というものは今後ますます求められるということで、進めていくという方向にある

ということです。 

 上水道に関しては先ほど申したとおりですが、下水道についても早くから整備が進んだとい

うことで、実は維持管理、どうしても経年劣化という問題がありまして老朽化が進んでまいり

ます。そのあたりの老朽化対策というのが必要になってきているのが今後の課題となっていま

す。 

 施策の方向性としては、記載してあるとおりでございまして、関係者、関係機関との連携に

よって良質な住宅供給を図っていく、供給するだけじゃなくて、快適で安全な住環境を整備し

ていかないといけないというのが施策の方向性であります。先ほど申したとおり、下水につい

ては維持管理の充実を図っていく必要があるということで挙げられております。具体的な成果
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であるとか活動の指標は書いてあるとおりでございまして、５点ほどございます。一点目は、

高齢者自立支援住宅改修給付事業の給付件数であり、現在、４６件というものを２割アップと

いう目標が立てられています。 

 小金井市は第一種低層住宅専用地域というのが非常に広く広がっているのですけれども、現

在６５％というこの比率を、維持していくということが考えられています。 

 住宅の耐震化率。これは７８％というものを９０％に上げていくということであります。耐

震化率なんですけれども、これにつきましては、下に書いてあるとおり、昭和５７年以降に建

築された建物、もしくは５６年以前で一定の耐震改修を図られた建物ということで、そういう

住宅の割合でございます。 

 また、水道については、地下水源の適正な獲得を目指すものですけれども、これは維持して

いく方向にあるということです。 

 下水施設の耐震化率は、現在、調査を進められているところですけれども、鋭意、調査の終

わった段階で下水管路の耐震化を進められていくという、そういう方向にあるということであ

ります。 

 具体的な施策の体系については５つほどあります。良質な住宅の供給、快適な住環境の整備、

安全な住環境の整備、水の安定供給、下水道の維持管理ということで、今申しましたとおりで

ございます。 

 続きまして、ちょっと長くなりまして恐縮ですけれども、最後に「道路と河川」についてご

説明いたします。河川に関しては、野川についてはかなり整備が進んできております。現況と

課題に書いてあるとおり、道路の安全性の向上に関しては、一部、都市計画道路で整備が進め

られているのですけれども、非常に交通安全上、問題がある箇所があります。そのあたりの対

策であるとか、バリアフリー化というのが求められているというのは事実であります。 

 ＣｏＣｏバスについては、５路線が運行されているということでありまして、これにつきま

しても南北交通というのを考えながらその体系というのを考えていく必要があるということで

挙げられております。 

 仙川につきましては、環境に配慮した河川の整備というのが求められているというのが現況

と課題ではございます。 

 施策の方向性につきましては、今述べてきたことを順次整備していく、対策を打っていくと

いうことでありまして、道路環境の整備や交通環境の整備というのが今後進められていくとい

うことであります。野川であるとか仙川については、市民が憩う親水の場として整備を推進し

ていくという、このあたりが方向性として挙げられております。 

 成果と活動指標につきましては書いてあるとおりでございまして、都市計画道路については

５０％を目標とされております。 

 放置自転車、これはかなり大きな問題ですけれども、現在、６８０台ぐらいの放置自転車が

あるものを、目標としてはゼロ台、全部収容するという、なかなか難しい目標ではあるのです
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けれども、これを長期計画審議会の中では議論させていただいて、とにかく目標としてはゼロ

にすべきだという、そういう意見が強く出まして、我々のほうで目標値として設定させていた

だいたところであります。 

 駐輪場の整備台数に関しましても、今、大体１万３,０００台弱ぐらいあるのですけれども、

これについても整備を行っていくというところであります。 

 自然再生事業につきましては、親水の場としての河川事業ですが、このあたりの進捗状況を

図るものとして設定されております。現在、今年度、２１年度ですけれども、市のほうで調査

されているということでありまして、その結果を踏まえて調整されるということになっており

ます。 

 具体的な施策の体系と主な事業については書いてあるとおりでございまして、道路の整備、

人にやさしい交通機関の整備、公共交通機関の整備、河川などの整備ということで、主な事業

としては書いてあるとおりでございます。 

 以上、この分野での施策についてご説明申し上げました。 

◎司会（事務局） ありがとうございました。 

 それでは、おおむね１０分の休憩に入った後、ちょっと休んでから張り切って次の討議のほ

うに入っていきたいと思いますので、皆さん、ちょっと休憩をとっていただきます。開始は１

０時５０分ぐらいですかね。それまで１０分お休みになっていただいて、それから次はいよい

よ討議ということになります。それでは、休憩に入ります。何か困ったこととかありましたら、

気軽に声をかけてください。 

（ 休  憩 ） 

◎司会（事務局） 皆さんおそろいですか。準備はいいですか。 

 それでは、いよいよ討議会に入りたいと思いますので、まずやり方等々を武藤会長のほうか

らご説明をしていただいて入っていきたいと思います。それでは、先生、お願いいたします。 

◎武藤会長 討議を始めるに当たりまして、いくつかお願い事を述べさせていただきます。 

 まず、基本構想・基本計画がつくられたのは、第３次の基本構想、長期計画をもとにして、

市のほうで素案をつくってもらい、その素案に対して審議会として意見を述べ、説明と修正を

求めて、市の策定本部とキャッチボールをしながら素案を修正してきたものでございます。そ

こで、この素案に関して、ここの場で市民の皆さんと、それから私ども長期計画審議会の委員

と、それから市の間で対話と議論を重ね、さらに皆さんの意見を加えてよりよい素案をつくっ

ていくということでございます。そのためのルールということですが、ルールといいますかお

願い事を５点ほど申し上げさせていただきます。 

 まず、全員発言をしていただきたいということであります。発言しないと帰さないというこ

とではございませんので、そこまではいたしませんが、全員の積極的なご発言をお願いいたし

ます。 

 それから、前期基本計画に関する意見を述べていただきたいということでございます。それ
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が２番目。 

 それから３番目、質問ももちろん大歓迎でございますので、できる限り審議会委員、それか

ら行政側で課長さん方もそろっていますので、必要に応じて協力を得てお答えをしていきたい

と思います。 

 ４つ目ですが、素案の修正の具体的な提案は大歓迎でございます。ここをこういうふうに直

したほうがいいということでありましたら、ぜひともご提言ください。 

 それから、さまざまな意見が出てくるかと思いますが、それに対する感想もご発言いただい

て構いません。ただ、市民同士で大議論につながっていってしまうと困りますので、そこは適

宜意見をいただくということを主としたいというふうに思います。 

 また、この後、参加された市民の皆さんの名前は載せない形で議事録を作成いたします。図

書館、情報公開コーナー、議会図書室、市のホームページで公開をいたしますので、あらかじ

めご了承ください。 

 それから、本日ご発言いただいたご意見や、言い切れなかったご意見についても、アンケー

トをお配りしておりますので、そこにご記入ください。会議録についてはでき上がるのに１カ

月以上かかるため、今後の審議会ではアンケートのご意見をもとに審議をしてまいりたいと考

えております。 

 それでは、どなたからでも結構ですが、ご意見をいただけたらと思います。どうぞ。 

◎司会（事務局） よろしければ名前と町名をできたらお願いします。 

◎市民 私は前回のごみ処理施設検討委員会の委員でありました●●と申します。 

 これを読ませていただいて、大変なご努力をされたことにまず敬意を表したいと思います。

基本的にこういうものはどうしても総花的になってしまうという嫌いがございますが、この点

はこれからの運用の仕方も含めて、最重点は何かと。結局、この計画そのものは小金井市の未

来をつくる、未来創造の作業がこの基本計画の大きな目的であると思うのですが、未来を創造

するということは、現状を破壊しないと未来はつくれないと。未来をうまく現状からつなぐ。

どうつなぐかということが、基本的な計画のつくり方だと思うのです。そこで１つ、非常に私

は前から悩んでいるというか、１つの問題は、現状から未来につなぐときに、現状をどう変え

ていくかというときに、行政はやはり市民に対するサービス業務の最大の業務の一つ、例えば

私が前にやらせてもらったごみ処理、これは最も基本的なインフラの一つですが、このインフ

ラをどうしようかというときに、行政としてはやはり任務として現状の処理の方法をも含めて、

確実に安定的に作業をしていかなければいけない。ところが、これはどうしても過去のやり方、

ないしは現状にどうしても固執する。行政の立場としては、当然そういうこともあるのですが、

現状に固執するということは、未来の否定ということになるわけで、未来を否定しないで現状

からどうつなぐかという、そのつなぎ方のところで市民側と行政とをなかなかうまくマッチン

グさせる方法がないというところに来ているわけだと思うのですが、このことも含めて、私は、

この基本計画の大きなテーマである市民参加、これを具体的にどうしていくかということが一
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つのポイントだと思うのですが、この辺もこれからのこの委員会がこれをつくっただけではな

くて、その後、これをどうつないでいくかという、そういう仕組みというか組織がこれから必

要ではないかと思っております。言うならば、未来をどう構築するかという、未来創造型の委

員会というか、こういうものがこれからずっと続けて、これに関連していくようなことができ

れば、非常におもしろいんじゃないかと思っております。 

 ごみの問題は、上水道とか下水道と並んで、最も基本的なインフラですが、基本的なインフ

ラをどうつくるかということは非常に大きなお金と時間がかかる。これも含めて、これからの

日本全体ですけれども、世界的にも、大変化が必然の時代だと私は思うのですが、この大変化

に対してどう対応できるかと。だから、未来対応型ということになると、従来の発想ではとて

も間に合わない。変種変量の処理ができるとか、いろいろなことを考える必要があると。こう

いうことも含めて、私は、ここにもありますが、もう少し基本的な１つの戦略として、市民が

いかに参加できるかという、ここの大きな１つのテーマになっていますけれども、市民参加型

の協働の仕組みそのものを含めて、この委員会でもこれからぜひ１つの、例えばでもいいので

すが、そういうものができると非常におもしろいんじゃないかと思っております。 

 皆さんのご苦労、本当にこれを見まして大変な作業だと思っておりますが、ぜひ、これから

もこれをつくって終わりじゃなくて、これを１つの指針として、ここからさらに始めていこう

じゃないかという、そういう盛り上げが必要だと思います。 

 それから、最後に１つ。やっぱり６０歳以上の人がどんどん増えてまいりますから、６０歳

以上の人が何かもっと社会的にこの小金井市をよくしていこうという作業ないしは何か事業に

参画できるような１つのインセンティブといいますか、そういうものを含めて、これらの人た

ちを、私もその１人ですけれども、持っている能力といいますか、知識と、やっぱりまだまだ

体力もある人が多いでしょうから、これをいかに協働という言葉の中で１つじゃなくて、何か

これを活用する仕組みがどうしても必要じゃないかなと。これは長期計画の１つの成功するポ

イントではないかと思っております。 

 この間、新庁舎検討委員会に応募した方のメンバーの年齢を見ますと、平均で７０を超えて

いるんです。だから、この人たちは、自分たちがいなくなってからの新庁舎についての考える

と、そういう立場になっているわけです。だから、こういう人たちの知恵と、今までのことも

含めて、この小金井が日本一になるには何が必要かと。何でもいいから日本一をぜひつくりた

いと、そういう市民の願いを形にしていく、そういう作業がこれからの大きな作業だと思いま

すので、行政の方も大変ですけれども、未来をつくるという、未来創造型じゃないと、今の行

政は現状固執型と。現状固執ということは未来の否定につながるわけです。そういうことでよ

ろしくお願いいたします。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。これが出発点というふうになりますが、この後、

実施計画をつくり、また、ごみの施設については長期的に考えていかざるを得ませんので、し

っかりと未来を見つめながら、日本一のごみの処理ができるような自治体になっていけたらと
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いうふうに思います。 

 また、参加について、最近、もっと若者が参加できるような仕組みを考えたらどうかという

ご提言をいただいております。今のご意見は高齢者も、元気な高齢者が増えているのだからも

っと参加をと。その結果、平均が７０歳を超えてしまったという場合もあるようでございます

が、それはそれで、平均何歳ということよりも、多くの人の参加があるほうがいいわけですが、

高齢者も若者も参加できるような仕組みをどんどん進めていっていただきたいと考えておりま

す。 

 特にご意見、何かございますか、審議会の委員から。 

◎淡路委員 審議会でも協働をどうするかということは真剣に考えてきたのでございますが、

今、市民の方の意見は、まさに鋭い指摘だったかなと思うのでございます。これからの制度は

協働をやっていかないと、なかなかいい行政サービスが生まれないという形で、先ほど私が説

明した「計画の推進」でも、最初に挙げたのが市民参加と協働と、それに基づいたニーズ把握

の行政をやるべきだということでございまして、今の意見をお聞きして、まさにこれは行政が

最初に取組べき課題ではないかという意を強くしたので、ぜひ積極的に、審議委員としても行

政の中で進めていただきたいかなと。併せて、市民の方々の協働も、日本一の、中央線ではト

ップクラスの協働の自治体というふうになると、本当にいいなと思いました。 

◎武藤会長 それでは、次の方、どうぞ。 

◎市民 貫井南の●●と申します。 

 今日、ここへ参りましたのは、その計画の中でみどりについて特に関心がございますので、

そのことについて一言申し述べたいと。 

 私は小金井に来たのは１３年前なのですが、その後、いろいろ出入りしていて、小金井のみ

どりということは前々から聞いていたのですが、まず、例えば武蔵小金井駅ですね。東小金井

でもいいですけれども、ああいうところにぱっとおりたときに、小金井のみどりというイメー

ジは全くわいてこない。私だけじゃないと思いますけれども。だから、本当にみどりというの

をどういうふうに考えているのかというのをかねがね不思議に思っていたんです。 

 それで、小金井公園とか野川の周辺をすべて小金井市でやると。小金井市のものであると。

小金井市の緑化の中心をなすものであるという考え方に立てば、確かにみどりということにな

ると思うんですけれども、聞くところによると必ずしもそうではないと。東京都の関与すると

ころが非常に大きいということを聞いております。だから、この計画もその辺をどういうふう

に考えて、どういう範疇のみどりということを考えて緑化ということを言っているのか、一つ

まずご質問したいと。 

 それから、もう一つ申し上げたいのは、この計画、ずっと先ほど聞きまして、前に読ませて

もいただいたのですけれども、我々がはっきり目に見えるというのはやっぱりみどりだと思う

んです。ほかのものは、子育てにしろ高齢者対策にしろ、なかなか目にははっきり見えない。

だから緑化ということについてのイメージをもっと市民の皆さんにわかりやすくするために、
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小金井市のみどり、言っている緑化というのが、例えばどこか、そんなにお金をかけなくても

いいと思いますが、ある地域を限定してモデル地区を設定して考えていくと。そのときに私は

公園とか何とかじゃなくて、せっかく一種低層住宅が多いといっているのですから、ある住宅

地をやっぱりきれいにするというんですか、花とみどりできれいにするという発想をぜひ具体

的に入れていただいて、それを見れば、確かに小金井市はきれいだなというふうに思うように

なると思います。それから、みどりを取り入れれば当然、季節的に手を入れなければいけない

ということになれば、その周りの住民が直接参加して、簡単に言えば水やりから始まって手を

入れると。そうすると、皆さんがおっしゃっているきずなとか何とかというのも非常にとりや

すくなると。そういうふうに思いますので、その辺のところはぜひもう少し詰めて議論して、

みどりについては具体的な目に見える形のものを早く着手していただくようにしてもらいたい

ということです。 

◎武藤会長 ありがとうございました。東京都の公園について小金井市はいろいろと要望を出

したりすることは可能ですが、それは東京都の責任として実施されると思います。ただ、小金

井市の市域の中のみどりについては、これはいろいろな意味でみどりとしてカウントしていっ

ていいだろうと思います。いろいろな要望を出していますが、幸いにして東京都もみどりを重

視する政策を続けておりますので、東京都が管理している部分でみどりが減少することはない

のではないかというふうに思っております。 

 それから、住宅地の中をもっとみどりを豊富にということですと、例えばブロック塀から生

け垣へというような政策もございます。あちこちに植栽をしてというようなことを、今後、実

施計画をつくっていく中で、さらに細かいみどりを増やしていく政策を展開していっていただ

けるものというふうに考えております。 

 どなたか、みどり。 

◎三橋委員 基本計画の中で、基金を使って滄浪泉園の北側の緑地を買ったりとか、あるいは

この後、住宅地の中でみどりのネットワークという形で、その拠点を結ぶような緑地を何とか

つくっていこうと。さらには、今おっしゃられたご提案にもありました住宅地全体を指定して

と。そのゾーンというような考え方もあるのですけれども、そのゾーンという考え方も審議会

の中では今回とってみたらと、事務局に提案をして議論をしていただいている次第ですので、

そういったことを通じて今後いろいろとやっていきたいと思っています。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

◎長期総合計画等担当部長 担当部長の伊藤と申します。今、駅前に降りたときに、みどりが

ないというお話でございました。武蔵小金井駅の南口につきましては、今度、駅前広場ができ

ます。６,３００平方メートルぐらいの広さになります。それで、修景計画というのをつくって

おりまして、その中で、降りたときに武蔵野のみどりが連想できるようなということで、かな

り木を植えるというふうに聞いておりますので、今よりもみどりが目につくという計画になっ

ております。 
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◎市民 あと１つだけ、要するに、利便性ということは非常によく言われるんですけれども、

利便性とこのみどり、水のよいまちにするというのはぶつかる面がたくさんあると思うんです

ね。ですから、我々市民としては利便性ばかり追求しないで、やっぱりみどりを取り入れると

すれば、利便性をある程度抑えてもそういうふうにやるということで望むべきなんじゃないか

と思いますので、行政のほうもその辺は、市民、市民とばかり言わないで、しっかり腹を据え

てやっていただきたいと、そう思います。 

◎武藤会長 大変貴重なご意見かと思います。利便性よりもみどりを大事にしようではないか、

新しい時代の流れをご提言されたかというふうに思います。 

 では、次の方。今、手を早く挙げられた。 

◎市民 ちょっとそのみどりの問題について質問をいたしたいと思います。 

◎武藤会長 すみません、お住まいと、それからお名前を差し支えなければ。 

◎市民 東町に住んでおります●●と申します。みどりと水の項目の中で、成果・活動指標の

中で、花壇ボランティアとか環境美化サポーター等が活躍する公園というのが計画されている

ようですが、具体的にはどんなことを計画をされているのでしょうか。まずそれをお伺いした

いと思います。 

◎武藤会長 どなたがお答えですか。 

◎三橋委員 今、現状でもやっている政策なんですよね。もしあるなら事務局から。 

◎事務局 今日、環境政策課長が所用で欠席なのですが、既に市が行っている施策でして、公

園についてボランティアの方に花壇とかを整備していただいている公園がいくつかございます。

里親制度とかと言われることもありますが、公園と道路に関して市民の方にその辺のみどりと

かを世話していただいて、市のほうでそのための機材とかを補助するとかいうのをやっていま

す。そういう意味では既にある制度なんですけれども、これからさらにこの指標にあるように

広げていきたいというふうな考え方を持っています。結構熱心に世話していただいている方と

かもありまして、そこに市としても期待しているところだと思われます。 

◎市民 私も今、最初にご意見を述べられた方と同じように、小金井市のみどりということで

は非常に大事だと思うんですね。それで、さっきの方もおっしゃいましたけれども、やっぱり

私もなかなか活動に自分自身で参加をしなくて、今日初めてこういうフォーラムに来て、まさ

かこういう形でこれだけの少人数でやるとは思っていなかったので、少々戸惑っているところ

なのですが、非常にいいことだと思います。ぜひそういう活動に参加をする場を身近なところ

でつくっていただきたいと思うんですね。やっぱりこれだけ良質な住宅があるわけですから、

それぞれの家庭で花を増やすとか、住宅街の全体でそういう活動をするというのは非常に大事

なことだと思いますし、市の活動に関心を持つ非常に大事な活動ではないかなと思います。公

園なんかで既にやっておられるようですから、その辺もどんどん応募をわかりやすい形でまた

やっていただくというようなことで、多少今までの活動を見直していかないと、どうしても沈

滞してきてしまうとか、あるいは花壇があるような道路というのは割に広い道路で、そういう
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道路も非常に人通りというか、車の通りが激しくて、なかなかやっておられる人も少ないよう

な感じもするのですけれども、そういうものもぜひ併せてやっていただけると非常にいいイメ

ージの小金井市になるのではないかと思いますので、ぜひお願いします。 

◎道路管理課長 道路管理課長は私ですけれども、今日は環境政策課長がいないもので詳しい

ことはわからないんですけれども、以前ちょっとお話しした内容もありますので、その辺を読

ませていただきます。環境美化サポートですが、これ、平成２０年の４月から制度化されてお

りまして、市の公園、道路をボランティア活動としましてごみの収集、それから草取りとなど

美化活動を団体、個人で行っております。先ほどお話がありました市の支援のほうなんですけ

れども、ほうきとか用具の支給、また、サポーター名を記しました表示板の設置、それからボ

ランティア保険などに加入しております。現在、活動団体の人数なんですけれども、公園のほ

うが１０団体で、１５３名です。それから、道路が６団体で１１６名。このような形で今、活

動のほうを行っております。 

◎市民 東町から来ました●●と申します。今日初めて参加させていただいたのですけれども、

先ほど、この第４次計画構想の前期基本（素案）をご説明いただいたのですが、これだけ町会

がいっぱいある中でちょっと疑問だったのは、じゃあ、東町はどこを重点的に１年目でやると

か、あるいは公園を２年目でやるとか、そういう町会ごとの具体的な推進が何か欠けているよ

うな感じがしています。具体的には確かにこういう構想だとわかっていますが、じゃあ、どこ

の地区で何が今、重点的に早くしなければいけないのか、そういう段階的なものがちょっと説

明の中では欠けているのではないか。その中の地域の重点的な市民参加とか、それから市民の

協働とか、あるいは行政の面だとか、あるいは財源の問題がこういう状況だから今はできませ

んとか、よく東京都の道路工事なんかの場合は、今、この２月、３月になって一遍にやるケー

スが多いです。そういう面を含めて今後、私がお願いしたいのは、具体的に、いつ、どこの地

域を、どういう構想で始めるのかというのを追加していただければ、もっと市民も具体的にそ

の地域によって参加しやすいんじゃないか。あるいは関心が多いんじゃないか。 

 それから、広報についても、広報がどれだけ看板がこの小金井市の中にあるかというと、ほ

とんどないですね。中央の武蔵小金井駅の周辺にはちょっとあるのですが、ほかの地域はどこ

を歩いてもあんまり見られないというのが現実で、これで市民参加できるかといったって、な

かなか市役所に来なければわからない。市役所にはいろいろなものがあるのですけれども、じ

ゃあ、町会の中でそういうのが出ているかというとちょっと疑問で、私はこれをひとつ具体的

に進めていただきたい。 

 もう一つ、今日参加したのは、道路計画のことについてなんですが、今、みどりも確かに言

われています。みどりも大事なんですが、ただ、これだけ狭い道路で、垣根が塀より出ていた

ために、車が通る。そこへ学童が通るときに避けなければならない。こういう実態が市役所の

人たちが知っているかどうか。あるいは市会議員の人が知っているかどうかというのを、私は

今日あえて説明に聞きたかったんです。 
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 それから、バリアフリーというのが出ていますが、一般の市民が駐車をするために、道路が

こんなにへこんでいるんですよ。こんな状態で足の悪い人たちがまっすぐ歩けるか。一番いい

例で、私は、この東小金井から武蔵境寄りのほうをまっすぐ、ちょっと１回見ていただきたい

んですよ。どれほど歩道が斜めになっているか。それから、私も散歩で結構歩いているのです

が、垣根のために危ない目を結構味わっているんです。こういうことの実態をつかんでいただ

きたい。 

 みどりも大事です。私も本当にそう思っていますが、ただ、道路が狭いところへそんなには

み出してまでやっていて、皆さん方が、行政の方たちが疑問を感じないのかということを、私

はもう４０年近く住んでいるのですが、いつになったらやっていただけるのかなと。誰が言え

ばいいかなと。ちょうど今日はいい機会だなと思って楽しみにやってきたのですが、先ほど４

次計画のいろいろな構想を聞いていても、何か具体性がない。ただ、文書で立派なことを書い

ているだけという印象が強いので、申し訳ないのですが、そこをもうちょっと具体的に、ある

いはわかりやすく言うならば、これからお願いしたいのは、部門的に絵で、あるいは文章じゃ

なくてそういうものでこういうふうにやっていきますよということをもっとわかりやすくすれ

ば、若いというのか、私なんかはもう７０歳近くになるのですが、もっと４０代、５０代の人

にも参加していただけて、興味を持っていただきたい。年寄りだけが興味持っていたんじゃ意

味ないので、そういうことを絵とは言いませんけれども、もうちょっとわかりやすく推進して

いただきたいなということをお願いしておきたいのと、それから、先ほど書いてありますけれ

ども、駐輪場の問題。 

 もう土日になったら、この周辺、東小金井の周辺だと、自転車でいっぱいで、何で駐輪場が

あるのに入れられないのか。置かないのか。それは、武蔵野市から比べれば、武蔵野市は半年

で４,０００円ぐらいなのに、小金井市は１カ月で１,９００円だとか、こういう状態をもうち

ょっと幅広く市民的に利用させてもらいたい。ただ取ればいいっていう問題じゃなくて、そう

いうことであれば、もっとみんな置けるんじゃないかと。それが結局、交通の便。おそらくは

家庭を持っている小さい奥さん方も悩んでいると思うんですよ。土日になると、つかまらない

からいいと思って、この周辺にはいっぱいで、自動車が通るのも不便、それから、歩行者も通

るのに不便、とめる人はとめてどこかに遊びにいっちゃうからいいんでしょうけど、そういう

ところももうちょっと市のほうが、くどくて申し訳ないのでが、現実を見ていただいて、それ

でこういうもので、現状こうですから、私どもはこういうふうに行政で変えますといった具体

例がこの文書の中で欠けていると思って、ひとつその点を今後、すぐにはできないでしょうけ

れども、提案をさせていただいて、長くなってすみません。よろしくお願いいたします。 

◎武藤会長 ありがとうございます。この長期計画に具体性が弱いということなのですが、今

後、実施計画をつくってまいります。その段階で町会が関連する公園に新たにボランティアの

皆さんとかサポーターをお願いするというときにはもちろん声をかけるというふうに思います

ので、この長期計画は前半５年のことを全体として扱っておりますので、その意味では基本構



－３２－ 

想よりも具体性を持っていますが、まだまだ具体性の弱いところがあるかというふうには思い

ます。しかしながら、今後、実施計画をつくっていきながら、毎年度予算をつけて事業を進め

てまいります。 

 それから、その他、技術的な点で幾つかご質問がございました。広報の掲示板が少ないとい

う。 

◎事務局 広報課長が、こちらに今出ていないので代わりにお答えします。広報とかの掲示板

が少ないというお話だったのですが、この白い本、皆様お持ちかと思うのですが、８１ページ

のところに、掲示板について市の若手職員とかで調べた結果が載っているわけなんですが、市

役所のほうで掲示をします広報掲示板のほかに、市民の方が自由に張っていただける市民掲示

板というのがございます。両方とも１００カ所以上。一部修理中とかで、今、もしかしたら数

字が動いているかもしれないのですが、１００カ所以上を市のほうで維持しています。あとは、

ほかにも町会のほうでも、私の地元だと本町第３町会のほうで掲示板を持っていたりしますの

で、このほかに町会の掲示板とかというのもあるので、これが多いか少ないかというのは活動

の量にもよって、市民掲示板のほうとかも張り切れないとかっていうお声がある場合もあるん

じゃないかと思いますが、全体としては市役所のほうで持っている掲示板がこれだけあるとい

うことだと思っております。 

◎三橋委員 先ほど会長のほうからもご回答があった東小金井の周辺がどうなるかという、地

区別の計画はどうかという話です。他市なんかですと、地区計画を基本計画でやるケースもあ

るのですけれども、我々のほうはやっていないところが正直あります。具体的に都市マスター

プランですとか、中心市街地計画ですとか、ほかの計画がいっぱいありますので、そちらのほ

うに譲っているような形になっているんですね。ただ、基本計画が具体性がなくて、議論をし

ていてのれんに腕押しのようなものかといったらそうでもなくて、今回の中でも施設計画であ

れば１,０００万円、非施設であれば３,０００万円のものについてはもう全部盛り込んでいま

す。要は何が言いたいかというと、プレゼンの仕方というか、我々の説明の仕方とか、この資

料の作成の仕方の問題が若干あって、東小金井の北口のところはもう駅前整備をやりますとか、

あるいは公園についても梶野公園のことが入っていましたが、道路については１個１個、東地

区は結構いろいろとやっているんですよね。そういったものがこの計画の中に本当は盛り込ま

れているのですけれども、なかなかそういうところが伝えきれていないというところは、改善

といいますか、我々のほうでも今後検討していく。ただ、きちんと入っておりますので、それ

についてはまた議論の中で、話ができたらなというふうに思います。 

◎武藤会長 それから、道路計画についてのご質問がございました。歩道がでこぼこしている

問題とかですね。これについては……。 

◎道路管理課長 都市計画道路の現在進めている工事なんですけれども、こちらにつきまして

は、従来のマウンドアップという形で約１５センチぐらい上がっているのがあるのですが、あ

れですと、各駐車場があるときに上がったり下がったりします。今、これからつくっている都
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市計画道路なのですが、こちらにつきましてはセミフラット方式といいまして、５センチの高

さでずっと平らにつくりますので、今後つくっていく道路につきましては現在あるような、で

こぼこしているような、ものはなくなっていくというふうに答えさせていただきます。 

◎交通対策課長 駐輪場の問題ですが、確かに武蔵小金井、東小金井、数多くの放置自転車が

ございます。我々もこれは日々、毎日撤去を行っておりますので、この問題については本当に

悩ましいといいますか、我々も頭を痛めて、毎日毎日努力をしているところですが、やはり置

いてしまう人というのは、撤去する時間が大体わかってしまう。午前中のこの時間に置いたら

撤去されるけれども、午後なら取られないとか、土日は撤去していないとか、そういうことが

事前にわかってくると、自分でそこに置いてしまうという無責任な関係があるんです。我々も

日々、少し時間をずらす。午前中をやめて午後に撤去をする。これ、委託で行っているもので

すから、委託業者と相談をして、午後、そういうランダムにやってみたり、いろいろやってご

ざいます。それから、去年からですか、日曜にできるような予算措置もして、これもランダム

に行って、日曜日もあるいは取られるぞというようなところで、そういう施策も今、行って、

来年度の予算の中では、たしか７日ぐらいのものをとってございますので、そういうときに、

あるとき日曜日にやってみたり、土曜日やってみたり、そういうことで減らしていこうという

努力はしております。 

 それから、東小金井については十分な駐輪場が確かにございます。武蔵小金井はもともと駐

輪場が足りない状況が続いていますので、この撤去をされた方からは、武蔵小金井については

置く場所がないという苦情をいただいてしまうんですね。東小金井の場合は十分にまだござい

ますので、駐輪場をご利用くださいということで、駐輪場をご利用くださいと言う整理員も置

いているのですが、武蔵小金井などについては、こちらに置いてくださいという場所がなかな

かないというところから、非常に今、策としては苦しいやり方をしております。 

 それから、放置自転車を撤去したものを一時保管をして、返している業務をやっているので

すが、ここも中央大学付属のところに大きな土地をお借りして、そこへ運び込んで返還をして

いる状況がございます。これは撤去料をいただいているのですが、自転車が今、１万円以下で

手に入るような状況になってくると、放置して、古くなった自転車が撤去されたから、そこま

で行って１,５００円払って、もういいやと、新しいのを買うから、みたいなところがあるんで

すね。我々としては、今年度、意向調査も行ってございます。その中で武蔵小金井、東小金井、

どの方向からどのぐらいの人が自転車を利用するかという調査も行ってございますので、その

数値をもとに、これから高架下、それから高架下だけでは多分置き切れないことになりますの

で、民地、それから私有地、こういうものを含めて自転車駐車場の整備というのは、この中で、

今、調整中というふうにお書きをさせていただいましたけれども、それを含めて、まず駐輪場

がきちんとないことには放置が減らないですから、まずは駐輪場の整備をきちんとしながら、

それができた暁には厳しい取り締まりといいますか、そういうものもしていきたいというふう

に考えてございます。 
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 それから、もう一つ、垣根のみどりのことでございます。これも確か交通との関係で市民か

らはよく苦情をいただくことです。これは道路管理もそうですが、道路を管理している道路管

理課長がここにもおりますが、私のほうは交通対策、両方で話し合って、苦情をいただくと足

を運んで、そのお宅に行って、何とかお手入れをお願いをするということを、これは繰り返し

やっています。ところが、やはり頼まれたほうも経済的なこともあるし、時期的なこともある

し、みどりを保存していくというのはお金がかかることなので、なかなかそこのところがすぐ

に対応していただけないということが確かにあります。垣根なども、私の家などは私が全部や

るのですが、かなり重労働です。１回切っても夏が来るとまた繁茂してしまうという状況で、

１年やってもらってやっと、例えばカーブミラーが庭から出た木で見えないという苦情も、こ

れも絶えずいただいていますので、そういうところも行ってお願いをするわけですが、なかな

か市が行って切ってしまうというわけにはいきませんので、もどかしいところがございますが、

この６月ごろですか、ちょうどみどりが伸びる前に、市報のほうにもこのみどりの管理を皆さ

ん行ってくださいと、交通対策の面からも非常に見通しが悪くなって交通事故にもつながるの

でやってくださいみたいな記事も掲載させていただいたこともございますが、こうしたことも

継続的にやっていきたいと考えております。 

◎市民 どうもありがとうございました。推進を楽しみにして希望しておりますので、よろし

くお願いします。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 後ろに座られている方。 

◎市民 本町に住みます●●と申します。小金井に住んで約４０年。住み始めたとき、駅前の

開発事業が始まるよと、もう明日にも始まるのでこっちに引っ越してきたらいいですよという

不動産屋さんのお話で引っ越してきまして、４０年たってやっと目に見えるようになったと。

それは批判をしているのではなくて、行政というものはそのようなスパンでものが動くのかな

というふうに、やはり進んでいるなというのが私の印象です。 

 少し話は長くなるかと思うのですけれども、この基本構想、この計画が最初に配付されたと

きから読ませていただいて、それからホームページで審議会の起草委員会というんですか、あ

のホームページも全部読ませていただいて、すばらしいなと。それを勉強して読ませていただ

いているうちに、今度は何が出てきたかというと、近辺の都市でこういうことはどういうふう

にされているのかというふうな、国分寺市だとかいろいろなところを調べさせていただいて、

電話もかけていろいろお聞きしましたけれども、やはり小金井市は後でできている関係上、み

んな１８年ごろつくられたところが多いですけれども、後でできている分だけ世の中の実情に

合ったような施策になっているんじゃないかと。基本構想としてあるのに、住民参加というこ

とが非常に強く訴えられていると。そうすると、これで何が変わらなければいけないかという

と、今までのやり取りを聞いていて、市議会で議員が行政側に質問して、行政側が一生懸命言

いわけをしているようなことで聞いているのですけれども、それがこれから変わっていくのか
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なと。もっと市民が行政の中に入れるような仕組みになってくれば、市民の要求といったって

やはりいろいろなバランス、先ほど会長が言われたところで、みどりを優先するというふうに

言われたのですけれども、私はバランスじゃないかと。ですから、行政と市民のバランスをこ

れからどういう方向に持っていくかということがこの構想の中に随分入っていると。 

 そのときに、行政側が変わるのがいいのか市民が変わるのがいいのか、どっちが変わるべき

かというようなこと。まあ、両方変わらなければいけないのですけれども、我々、行政に対す

る要求というのは勝手に言えますのでいいのですけれども、行政側としては予算の裏づけのな

いことはやれないだろうと。そういう意味でコンフリクトというか対立が起きる可能性があり

ますので、そういうものを誰が調整するのかということに非常に興味を持っています。 

 前段はそこなんですけれども、今、みどりのことが非常に出てきたので、私はみどりという

のを読んで、みどりって何だろうって考えて、皆さんは植物のみどりを考えていらっしゃるの

かもしれませんけれども、人間が生きていく中の要素のみどりっていうのは何かと。やはり対

話であり、相手を理解することであり、自分を理解するというような意味でのみどりかなとい

うふうに読んでいたのですけれども、みどりが減ることがいいのか悪いのかといったら、減ら

ないにこしたことはないと思うのですけれども、減っているみどりというのは、多分、生産緑

地で相続をするために減っているんだろうと。それを減らないようにするためには、市がそれ

を全部買い入れなければいけない。その買い入れるだけの財政が市にありますかというと、と

てもない。そういうことを考えたときに、もうちょっとみどりを維持し、保全するということ

に対して金銭面からきちんとやっていかないと、これは絵にかいたもちになってしまう可能性

があるなと。 

 言いたいことがいっぱいあるんですけれども、最後に一言、素案を読ませていただいて、私

がわからなかったことは、「私たち」っていう表現があちこちに出てくるんですけれども、今

日いただいた資料の中に、「私たち」とは市、市民、企業などという定義がここでやっと出て

くるわけですね。素案の中には定義が書いていないので、「私たち」というふうに言われると、

行政のことを言っているのか、市民のことを言っているのか。行政と市民とは対立する関係が

あると思いますので、「私たち」という言葉をもう少し丁寧に、主語をもう少し丁寧に書いて

いただくとわかりやすいのかなと思っております。 

 長くなって申し訳ございません。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。これについては、どなたか委員の方、ございま

すか。 

◎町田委員 市民の意見が反映されているのかというところで、私の感想を述べさせていただ

きたいと思います。私も小金井青年会議所という団体に所属しておりまして、その代表として

こちらの審議会のメンバーに入らせていただいているのですが、審議会を見ていまして、半分

ぐらいですかね、半分以上かもしれませんが、私も含めて一般市民の方がメンバーに入ってき

ていまして、行政のほうから出てきたたたき台に対して我々市民が意見を述べまして、それが
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具体的に反映していただいている部分というのが非常に多くあると感じています。 

 それから、私たち小金井市青年会議所も昨年、市民討議会という、やはり市民の声を集める

討論会を開きまして、それも長期計画審議会のほうに資料として出させていただいて、やはり

そういうものも踏まえて、行政のほうでもかなり真摯に市民の声を拾っていただいていると思

っています。 

 また、今日いただいた意見なんかも今後反映されると思いますので、これからも実際に長期

計画審議会のほうに足を運んでいただくとか、あとは議事録等で追いかけていただいて、今日

の皆様の意見がきちんと真摯に受けとめられているのかどうか、事後的にもきちんと目を見張

っていただければと思っています。 

◎市民 ごめんなさい。市民の意見が入っていないという、そういう表現にとられたら、私の

言い方が間違っていたのだろう、悪かったのだと思うのですけれども、こういう計画の中で、

そういう環境ができてきましたねと、いいことですねということを私は言いたかったのです。

そうなると、市民がもっと頑張らなければいけないですねと。自分の周りの利害だけで話をす

るということはあまりよくないことなんじゃないかと。小金井市が豊かになるためにはやはり、

一番大変なのは行政の管理職じゃなくて、もっと下の、現場でやっている人たちの意識改革が

非常にこれから求められるのだと思うのですけれども、それと同時に市民の意識改革も必要だ

と思うんです。私、数年、ちょっと違うところに住んでいて、そこのところに行くと、すぐ「行

政が、行政が」と言うんですね、市民の団体で。行政に依存するというのはいかがなものかな

というようなことを考えていましたので、こういう長期計画ができると文章化されて出てくる

のは非常にいいことだという意味で申しましたので、誤解のないように。 

◎町田委員 本当におっしゃるとおりだと思いますので、みんなの力で一緒にいいものにでき

たらいいなと私も思っています。 

◎三橋委員 長期計画にご関心を持っていろいろと読んでいただいて本当にありがとうござい

ます。いただいたご意見も、例えば「私たち」ですか、非常に貴重なご意見で、これ、読んで

いる方が関係者ということで、基本的に「私たち」と言ったら自分も含めてというような感じ

で読んでくれるかなと思ったのですけれども、おっしゃられるとおり、確かにそういうところ

もあると思いますので、中でもう１回検討して、注釈をつけるなり何なり検討していきたいと

思います。 

 それとあと、みどりですね。農地、生産緑地が減ってきていて、まさにおっしゃるとおり、

公園とかというのは今、横ばいか若干増えているような状況で、市としては、生産緑地につい

ては本来買い取ってもいいんだけれども、財政的な問題もあるということですよね。これにつ

いては、我々、本当に何ができるかと。掛け声としてはみどりというのは一番の小金井市の特

徴だし、これを保全していく、増やしていくということを基本構想でも掲げて、キャッチフレ

ーズ、将来像にも入れています。さらにそれを重点プロジェクトとになっていて、皆さんご関

心あるところだと思うのですけれども、今回、みどり関係では、はぐくむ仕組みづくりですね。
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啓発活動の一環としてサポーター制度、保全として基金の問題、創出としては公園の緑地化、

さらには校庭の芝生化ですか、こういったところを進めていくと、かなりの面積、緑地が増え

ていくと見ています。ただ、これだけでも十分ではないので、もっと先ほどからご意見がある

ような生け垣ですとか保存樹木とか、いろいろとあるのですけれども、そういったことを含め

てみどりについて、どんどん創出していければと思っています。 

◎武藤会長 それでは、次の方。一番手前の方。申し訳ありません。順番に回っていきますの

で、では、一番手前の方。 

◎市民 梶野町から来ました●●と申します。私、２０年ぐらい小金井に住んでいるのですけ

れども、この基本構想とかこういうのがあったのは全然知らなかったのです。今回こういう機

会でもって初めてこの基本構想、基本計画を読ませていただきました。基本構想そのものは総

花的で、いろいろないいことがいっぱい書いてあって、別に反論するものは何もないのですけ

れども、じゃあ、今回、議題の基本計画に何が書いてあるのかなということで、基本計画を読

ませていただいたのですけれども、先ほどどなたかが言っていたのと同じように、あまり具体

性がないなという感じがありました。 

 この計画の枠組みを見てみますと、先ほど、これは実施計画に載っているのだからあまり具

体性がないのだということなのですけれども、実施計画というものがあるのかということでわ

かったのですけれども、私が考えますと、基本計画の年度というのがたった５カ年なんですね。

たった５カ年のものに、何もこんな基本計画と実施計画なんて２段階要るんだろうかと。むし

ろ基本計画にもっと具体的なことを書いて、実施計画なんかやめてしまったほうがいいのでは

ないかなというのが、これを見たときの感想です。 

 基本計画の中身にいろいろ数値が上がっているのですけれども、この数値がそういうことで、

何かトレンドでもってつくった数値なのか、あるいは具体的に積み上げた数値なのかなという

のがよくわかりません。先ほど、どこかの町会のことに具体的にあるんですよと言っていたの

で、全部積み上げなのかなと。でも、そうでもなさそうだなということで、私はむしろ５カ年

の基本計画だったら、全部そういうふうに具体的なものの積み上げでもって数値を上げるべき

ではないかと。例えば、５２ページの、都市計画道路の緑化率が３９から５０％になるという

なら、どこどこの道路が緑化進んで、今まで３９％がここで、あとプラス、この地区のここと

こことここでやると、２７年で、これ７年間でちょっと長いのですけれども、５カ年だったら

何％になるというふうな形で積み上げでもってやるべきではないかなというふうに私は考えま

す。 

 それから、あと、みどりに関してなんですけれども、先ほどから生産緑地面積について、こ

れ、５１ページにグラフも載っているわけですけれども、私は、生産緑地面積というのはあま

りみどりに関係ないんじゃないかと。みどりのところもあるかもしれませんけれども、畑なん

かはどう考えたってみどりじゃないなと。私、親は４０年ぐらい住んでいるんですけれども、

私は２０年ぐらいなんですが、昔の畑が大分宅地化されたんですけれども、昔、周りが畑ばっ
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かりだったときは、畑から砂ぼこりが飛んでくるのと、それから、肥料をまかれると数日間、

周りがすごくくさいんですよね。最近、市街化されたものだから、そういう被害が大分少なく

なったのですけれども、生産緑地というのは、畑がみどりというのは私はちょっと違うという

ような認識を持っております。 

 やはり小金井市みたいなところでみどりにしていくのは、畑じゃなくて木の緑地があります

けれども、そういうのだったらいいんですが、それから昔は芝生畑がすごく多かったですよね。

４０年ぐらい前は。そういう芝生畑だったら緑地ですけれども、単なる農作物ならちょっと違

うんじゃないかなと。小金井でみどりにしていくのには、やはり道路だとか、あるいは水辺だ

とか、そういうところのみどりをやっていくのが一番いいんじゃないかと思っております。道

路はいろいろあると思いますけれども、道路そのものは今急ぐのは緑地よりも電線の地中化を

してもらいたいなというのを非常に希望しているのですけれども、これについては何か基本構

想に入っていたのですけれども、基本計画のほうには何も書いていないなというふうな感じが

しております。 

 それから、もう一つの、例えば河川の緑地化なんですけれども、野川のほうは確かに大分い

い環境になっていますけれども、仙川については三面張りでもって全然緑地がないというふう

な形で、あれは東京都が管理しているので東京都にお願いしますというふうにだけしか書いて

いないのです。ぜひどこか、例えば隣の武蔵野市のほうでは、桜堤団地の中が仙川も非常に天

然の土羽（どは）でもって公園化されて、非常にいい形になっているのですけれども、小金井

市でもぜひああいうところをどこかモデル地区でもってやっていって、あと何年かかかるかも

しれませんけれども、将来的には三面張りを土羽にしてもらうというような形の計画で、とり

あえずこの５カ年の計画にどこかモデル地区を盛り込んでいただいたらいいのかなと思ってい

ます。 

 それから、玉川上水なんですけれども、用水路についても基本計画には書いてあるのですが、

玉川上水について構想のほうには書いてあるのですけれども、基本計画のほうには何ら触れら

れていないと。玉川上水のところのみどりというのは非常にいいと思うのですけれども、今、

木が生え放題で、非常に汚いなと。あの上水端を歩いても非常に汚いなという感じがするので

すけれども、あれも東京都の水道局が管理しているようですが、あの辺についても、ただ単に

お願いしますという一言だけじゃなくて、何か具体的にどこかモデル地区か何かでもって、と

りあえず基本計画の中でここだけはまずは整備していただきたいという、こんな形で整備して

いただきたいというようなものを示していただけたらと思っております。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。基本計画の具体性ということについて、実施計

画と一本化したほうがよいのではないかというご意見ですが、今度の組み立て方は別々につく

るということになっていますので、１０年後は一本化を検討してもらうということになるかと

思います。今回は今の段階からはちょっと難しいと思います。 

 それから、生産緑地はみどりと関係ある場合もあるけれども、関係が弱いのではないかと、



－３９－ 

こういうご意見については、農業委員、いかがですか。 

◎鴨下委員 貴重な意見ありがとうございます。生産緑地がみどりであるかどうかというのは、

その方の主観性が非常に強いもので、どっちだという規定はできないと思うんですね。ただ、

先ほどもおっしゃられたように、相続を受けますと大変高い相続税が我々農家に吹かかってく

るわけで、どうしても畑を売らないと相続税が払いきれないということで、これは国の制度が

変わらない以上は農地はどんどん減っていく一方ですから、やはり我々の努力だけでは農地と

いうのは現状維持すらも難しい状態です。 

 ですから、やはり緑地を減らさないためには、先ほどおっしゃったように、農地に頼るので

はなくて、もちろんそれは我々も一生懸命努力しますが、やはりほかの方法でみどりを確保し

ていく。そういう施策が必要ではないかなと思っております。 

◎武藤会長 それから、電線地中化の問題ですが、これは。 

◎道路管理課長 電線地中化なんですけれども、現在、小金井市のほうでは工事のほうを行っ

ている路線が３路線ございます。その中でまず連雀通りが前原坂上交差点、そこから第一小学

校の東側まで、それから緑中央通りで中央線の高架の南、約８０メートルのところから北大通

りまで、それから小金井街道なんですけれども、前原坂上交差点から南口まで、この３路線に

つきまして、今、工事のほう、あと用地買収も進めておりまして、これにつきましてはすべて

電線地中化ということで工事をやるような形になっております。 

 それから、これから事業決定するのですけれども、あとほかに２路線ございまして、こちら

も都市計画道路で今後進めていく中で、これも電線地中化でもって進めていきます。 

◎武藤会長 それから、玉川上水についてのご意見がございましたが。 

◎長期総合計画等担当部長 ５３ページのところの一番下のところに、「歴史的にも貴重な玉

川上水の桜をはじめ」ということで書かれておりまして、東京都さんのほうが去年なんですけ

れども、玉川上水の整備活用計画をつくっております。それに併せまして小金井市としても玉

川上水の桜という部分で計画をつくりますので、今、東京都のほうが小金井公園の東側の入り

口あたり６５０メートルぐらいをモデル地区にしまして、ケヤキは切って桜を植えるというふ

うな形で、昔の小金井桜を復活させるという事業を計画しておりますので、みどりを守るとい

う意味ではなかなかケヤキを切るというのに抵抗があるのかもしれないのですけれども、もと

もとは桜が生えていて、手入れしない間にケヤキがどんどん伸びてきたという状況があります

ので、小金井は桜のまちでございますから、これに併せまして玉川上水の小金井市域のあの辺

の一定整備を今後やっていくというふうに思っております。 

◎武藤会長 よろしいですか。 

◎市民 電線はなくならないの。 

◎長期総合計画等担当部長 全体的には整備活用計画の中でみどりをどういうふうにしていく

というふうなことで、法面ですね。崩れていくというところが多いものです。そちらのほうを

重点的にやっていくというふうにはなっております。あと、玉川上水を見せるという意味では、
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橋があるあたりのところの木については伐採するみたいな計画はあります。 

◎市民 ぜひ橋の周りぐらいは、もうちょっときれいな道に。玉川上水の回りを知らないので

すけれども、本当に今は用水路というか排水路というか、そんな感じなので、もうちょっとき

れいな、できたら江戸時代にできたころは当然よかったのだろうし、何かそういうふうな形の

用水路にしていければなと。 

◎永田委員 先ほど、道路の緑化率の話が多分あったと思うんですけれども、恐縮ですが７０

ページを見ていただければ、都市計画道路は書いてあるとおり整備中というのがございます。

完成した段階で、整備率が５０％ということで、積み上げた数値であるということだけちょっ

とご理解いただければというのが１点ございます。 

 あと、先ほどの方からのご質問にもございましたけれども、生産緑地の話。緑地の減少の話

ですけれども、５１ページにある緑地の推移がございますが、これは小金井市の全体の市域が

１１.２２平方キロということで、これは１,１２２ヘクタールとなりますが、生産緑地に関し

てはこの１０年間で大体９万平方メートルということで、約１０ヘクタール分ぐらいが減って

きております。大体、市の面積の１％ぐらいが減ってきております。年率でいきますと大体１

ヘクタール弱減ってきているということで、先ほどいろいろご意見があったのですけれども、

じゃあ緑地をどう増やすかということで、小学校の校庭の緑地化がございますけれども、１つ

の校庭が１ヘクタールぐらいあるとしたら、大体それを年１個ずつやれば生産緑地の減少分を

相殺するようなイメージがあるのだろうなと。これはあくまでもイメージでございますけれど

も、そういうことがあるかなということは、起草委員会であるとか審議会の中では議論させて

いただいたことでございます。 

 それ以外に公共施設の屋上の緑化であるとか、そういうものを含めて何らかの形でみどりを

増やしていこうという、そういうことを考えたらどうかということも、この審議会の中でも議

論させていただいたというところであります。 

◎武藤会長 では、次の方に移っていきたいと思います。 

◎市民 私は本町２丁目に住んでおります●●と申します。このようなたくさんの方の前で意

見を言うのはあまり慣れておりませんので、ちょっとお聞き苦しい点もあるかと思います。実

は、今度、西友の後ろの駐車場がマンションになるというお話を聞きました。先ほどおっしゃ

っていました駐輪場が武蔵小金井の駅に少ないということをお聞きした上に、あそこの西友の

後ろの駐車場の上はかなり大きな駐輪場になっております。その駐輪場をまた壊して、そこに

大きな１４階建てのマンションが２棟建つというお話を聞いております。その２棟が結構、べ

たっと建つ形になる様子なので、しかもその駐車場の下は、昔ボウリング場だったと。そして、

そのボウリング場のいわゆるピンとかボールとか雑物が全部埋まった状態であそこに駐車場が

できて、その上に駐輪場ができているわけなんですが、その駐車場を壊すときにアスベストが

発生するんじゃないかというお話も聞いているわけなんですが、そのアスベストをレベル１と

か２とか３とか説明された話を聞いたんですけれども、そのアスベストが果たしてどれぐらい
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埋まっているかということもわからない。結局、駐車場を壊すときに出るアスベストの被害と

かっていうことも業者さんはなるべくそういうものは出さないようにするっていうふうなお話

なんですが、その点について市の方は御存じなのかどうかということと、あそこに幅の狭い道

路がそのままの形で大きなマンションが２つ建つということなので、そこに消防車が入るのが

果たしてできるだろうか。 

 私たち、その話を聞いたときに、すごくスラム化していく。あの北側ですよね。武蔵小金井

の駅の北側のスラム化に対して、今日の環境、いろいろなことと随分矛盾しているなと。でき

たら、あそこに空間が必要じゃないかというふうに考えてはいるのですが、その点、ちょっと

２点をお聞きしたいと思っています。 

◎交通対策課長 まず、西友裏の駐輪場の件でございます。ここは平成８年からお借りして、

市が、下が駐車場だったものですから、つくったときには２階を鉄骨でつくって、２階部分を

お借りして、今日まで来ました。これが今、１,８００台ぐらいの自転車がとまっておったので

すが、このうちマンション計画でなくなってしまうところが１,５００台ぐらいの自転車が行き

場がなくなってしまうということで、我々としてはこれにかわるものとして、今、２つの北の

ほうで大きな駐輪場を地主さんにお願いして、急遽これを３月いっぱいでつくり上げて、４月

に移っていただくということで計画ができてございます。 

 ただ、これは契約を毎年繰り返してきたものでございまして、その契約要綱によりまして半

年前に申し出があった場合、お返しをしなければいけないという約束事がありますので、これ

は今、最終的にお買いになったマンション業者さんが、ここにマンションを建てるので返して

ほしいということに対しては、市は延伸をお願いしていたところなのですが、やはりこれは計

画を実行したいということでお返ししている途中でございます。 

 それから、建てるときには、当然、下が駐車場としてアスファルトの状況でございましたの

で、市としてはそれを土台にして建てたということでございます。これから市がそれを撤去し

て、今の業者さんにお返しをすると、多分そのマンション業者さんがこれから地下にあるもの、

これはどうもあるらしいというふうには調査の結果わかっているようですから、コンクリート

ガラが相当入っているということでございますので、それは当然、マンションを建てるわけで

すから、それを持ち出す仕事は次の仕事としてマンション業者さんが行っていくのだろうとい

うふうに思います。 

 それから、アスベストですとか化学的なものが地下にあるのではないかということは当然、

これはそこを開発する業者さんの責任でボーリング調査も行ったようですから、その結果、と

るべき処置はとらなければいけないし、届け出るものは届け出なければいけないということで、

これは市の事業とはまた別なのですが、マンション業者さんの責任で行っていただかなければ

いけないという状況があるかと思います。 

◎まちづくり推進課長 もう一つ、空間が欲しいとかいうことはまちづくりの関係だと思いま

す。その中で６４ページですか、今、「新」と書いてありますけれども、「武蔵小金井駅北口
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の再整備については、市民の意向を踏まえて検討します」という形で載せさせていただいてお

ります。ここ２年ばかり、北口に再生協議会というのがございまして、その再生協議会の中身

というのは、北口にある３つの商店街及びその辺の土地を持っている方、地主さん等が入って、

北口をどのようにしていけばいいのかという形で話し合っているところでございます。 

 予算の話になってしまいますけれども、来年度はそこに市がどんなまちづくりをしたらいい

のかということで絵をかくようなことをいたしまして、そのために予算をつけまして、皆様の

意見を聞きながら、どのようなまちにしていくかということになっていくのですけれども、そ

こであそこの土地の問題でございます。基本的には個人のものでございますので、マンション

を建ててはいけませんよとか、何々してはいけませんよというのは今の段階では言えないとい

うことでございまして、マンション業者さんはマンションを建てたいということになって、あ

そこを空間にすればいいのになという意見はございまして、そういう意見も出るでしょうけれ

ども、今の段階ではとめることはできないのかなというふうに考えております。 

 それとあと、道路の問題ですけれども、一応、建築基準法という家を建てるための法律がご

ざいます。あともう一つ、東京都の安全条例というものがございまして、それに伴って建築を

していくものだと思っております。その所管としては、小金井市としては特定行政庁といいま

して、建築確認をおろすという言い方はおかしいですけれども、建築確認をするという業務を

行っておりませんので、なかなか道が狭いからどうのという判断は難しいところでございます

けれども、まちづくり条例というものはございます。その中では、商業地区ではございますけ

れども、マンションの中にみどりと、自分たちで持っている自転車の駐輪場、あと駐車場、そ

の辺はつくりなさいよということを言って、協力を願っているところでございます。 

 ですので、今から進めていくまちづくりの中でございますので、今現在進んでいるマンショ

ンの関係はなかなかこれからお願いしたとしても、空間としてあけることはできないのかなと

いうふうには考えております。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 時間が１２時半までの予定で２５分しか残っておりませんので、説明も簡潔に、それから回

答側もですね。 

 ぜひともご発言したいという方はちょっと手を挙げていただけますでしょうか。 

 じゃあ、５人の方は必ず回りますので、ちょっとお待ちください。それから、ほかの方もア

ンケートのほうに書いてくださいということを最初にお願いをいたしましたが、ここでぜひと

も今後の審議会で検討してほしいことについてはアンケートのほうにお書きください。 

 それでは、どうぞ。 

◎市民 緑町３丁目と４丁目の境にありますグリーンタウン小金井に住んでおります●●と申

します。小金井市に越してきて大体３０年ぐらいですか。時間がありませんので箇条的にお話

しします。お答えはしなくて結構です。希望というか。 

 その前に、今、アンケートの用紙のことがありましたね。これ、この前同封されていたのと
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同じみたいなんですが、違います？ 内容。同じだとすると出してあるんですけど。違います？

◎事務局 事務局です。例えば何で御存じでしたかとか、一部同じ質問が重なっているかもし

れないのですけれども、ちょっとご協力をいただけるとありがたいのですが。 

◎市民 あ、ダブってもいいから。 

◎事務局 はい。ダブっている質問もありますが、違う質問もありますのでよろしくお願いし

ます。 

◎市民 そうですか。わかりました。 

 ということで、私は、住んでいるところの関係がございまして、今までいろいろ発言がござ

いましたけれども、防災、それから環境、それから商工会の方に関係ありますが観光というん

ですか、そのことに絡みまして、主に、さっきもお話がありました玉川上水と小金井公園のこ

とについてだけお話しします。気づいていること。箇条書きでぱっぱっと言います。 

 まず、玉川上水なんですが、先ほどもお話がありましたように、あれ、１０年ぐらい前です

か、東京都が鉄柵で、鉄の桜の模様で整備しましたよね。私からすると、言葉があれですけど、

色気がないんですよ。非常にね。歩くところも狭くて、汚らしい。さっきの話じゃないけど。

今聞きますと、これから整備するというので、危険性とか何かあるんでしょうけど、もうちょ

っと土手側のほうに柵を動かしていただいてね、もう少し楽しめるような雰囲気の構造にして

いただきたいんです。何かね、色気ないんですよ。あそこ、散歩するっていう気にならないの

ね。近くでよく歩くんですけど。 

 それで、小金井公園との関連で、今度、防災と絡めて５つか６つ箇条的にお話しします。小

金井公園は御存じのとおり、大災害時の避難所になっていますね。以前から気がついているの

ですが、何であそこに高圧送電線が東京電力とＪＲの武蔵境の送電線があるのか。これも何年

か前にかさあげしていたんですね。あれは地中化すべきだと。避難所になっているところにヘ

リが来たりなんかしますから、高圧送電線が２本も通っているっておかしいんですよ。という

こと。 

 それから、ちょっと飛びましてみどりのこと。大分最近、防災的に東京都も手洗いとか何か

を改良していますね。それはいいんですが、駐車場もテニスコート脇、最近ちょっと行ってい

ないのですが、大分整備しました。駐車場として。それはいいんですが、幾ら五日市街道の渋

滞があるにしても、おそらくこれからそうなんですが、特にリサイクルやるときに、緑地に駐

車場つくりますね。一時的に。あれはとんでもない話なんですよ。あれをやめてもらうように。

緑地が減っているんですよ。何のための公園かということを、これは東京都のあれですけど、

そういうことを要望していただきたいと。 

 それから、玉川上水と公園との関係で、前にも梶野町あたりの自治会から要望が出たようで

すけど、公園の駐車場の入り口、歩道橋がございますよね。あれはやっぱり最近問題になって

いるように、震災のときに倒れるということがあり得るんですよ。それで、あまり利用者いな

いんですね。それから、車いすとか何か、年とっていると大変なんですよね。迂回するのが。
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ですから、私としては、あの横断歩道橋を撤去していただき、それからあの辺の場所に、玉川

上水に人道橋をつくっていただいて、五日市街道を歩道で渡れるというように改良していただ

きたいと。 

 ということで、観光面でも今、先ほどから出ていますように東小金井から武蔵小金井駅へ、

小金井公園を観光地といたしますと、巡回というんですか。梶野町の道とか小金井街道、どん

どん改良していまして、今までは歩く街道じゃないんですね。ところが、広げて、歩道も立派

になっていますし、それを利用して観光面でも小金井公園をいい意味で利用すると。それから、

くどいですけれども防災ということで、以上を要望します。 

 以上です。お答えは要りません。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、引き続き、後ろの方どうぞ。 

◎市民 本町１丁目に住んでおります●●と申します。私のほうからは水のことについてのみ、

ここで意見を述べさせていただきます。 

 中間報告の６５ページ、６６ページのところに、地区水として地下水を位置づけてありまし

て、安全でおいしい上水道を維持していくといくことで、平成２７年度の目標もこれを維持す

るということを掲げたことはとても評価をしております。６８ページのところにも、水の安定

供給ということで、安定的な水資源の確保を国及び関係機関に要望していくということが明記

されておりますけれども、安定的な水資源を確保するという意味では、やはり地下水の保全と

いうことがなければだめだろうと考えております。 

 それで、地下水の保全のことに関してなのですが、５１ページのところにみどりと水という

のがありまして、ここには地下水や湧水を保全するということで、いろいろな雨水の浸透です

とか貯留を進めていくというようなことは書いてあるのですけれども、これは量についての保

全なんですね。やはり地下水を飲み続けていくためには、ここの部分にきちんと水道水の約７

割が地下水を利用しているということと、これを飲み続けるために、量だけではなくて質の保

全もきちんとしていくべきだということを明記するべきではないかというふうに考えておりま

すので、それを意見として述べさせていただきますので、ぜひご検討いただきたいと思います。

５４ページの水辺の拡大のところにも、項目をつけ足すか、別に５番を起こすのかして、飲み

水としての地下水の保全ということをできれば明記していただきたいと。これはここで提案さ

せていただきますのでぜひご検討ください。 

 それから、１つ質問なんですけれども、５２ページに成果と活動指標のところに表がありま

す。この表の一番上に環境基本計画の達成率が載っているのですけれども、この環境基本計画

が仮称になっているのですが、これは仮称をつけた意味というのがあるのでしょうか。今、環

境基本計画、できているのがあるのですが、これは平成１７年から平成２６年までの１０年間

の計画で、これ、仮称とついているのはもしかしたら間違いなのかなと思うんですけれども、

もし意味があれば教えていただきたい。これだけ質問ですのでお答えいただきたいと思います。 
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◎事務局 どうもご指摘ありがとうございます。５２ページの成果と活動指標の仮称は、これ

は誤植になります。申し訳ありません。２６年度のところで達成率を評価する。それで、その

後、２７年度、最終年度になりますが、そこで新しい計画をつくるので、その新しい計画が仮

称になってくるということなので、誤植です。失礼いたしました。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、次の方どうぞ。 

◎市民 私、前原町に住んでいます●●と申します。私、学生の身分でして、このような場で

発言することはどうかとも思うのですが、ぜひ取り入れていただきたいなと思います。 

 まず、市民参加型という点がありましたが、これはどのようにＰＲしていくのかというのが

とても疑問に思いました。それは、やはり私どものような学生というのはこういった機会にあ

まりにも疎いと言っても過言ではないと感じています。なので、やはり学生をどう取り入れて

いくのか。それだけではなく、もちろん３０代、４０代の方もやはり仕事の関係で忙しかった

りするのだろうなと個人的に思っています。そのため、そういった方々をどう取り込んでいく

のかということはどう考えられているのかという点と、もう一つ、放置自転車の件です。私、

学生ではありますが、武蔵小金井駅を使用している際にやはり駅からおりて、ああいった放置

自転車を見かけますと、あまりいい気分にはなれません。正直言ってけり飛ばしたいぐらい汚

いものに見えています。 

 私自身は、イトーヨーカドーの横にあります駐輪場にとめているのですが、やはり自転車置

き場が少ないように感じます。これは再開発で商業施設が先にたくさんつくられてしまったこ

とが問題にあると感じています。そのため、そこに来るお客様方の自転車を放置するという事

態が重なって今の事態を招いていると感じています。 

 加えて、先ほどもありましたが、放置自転車の撤去ということですが、撤去されることはも

ちろん美化につながるとも感じますが、私自身の個人の方としては、それはイタチごっこだと

考えています。放置自転車の撤去から、先ほどもありましたが、撤去された自転車を取りにい

かないという事態に陥った場合に、それを破棄するという形になると思います。これは環境的

にもよくありませんし、もちろん置いてたかだか１,５００円で取り戻せるというならまたやっ

てしまうという罰則の軽さにも問題があると思っています。なので、やはりそういった点でも

放置自転車の件に関しては、事前の対応が必要なのだと感じています。その辺をどう考えられ

ているのかをぜひお聞かせ願いたいと思っています。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。若者の参加については、ほかに審議会がござい

まして、そこで検討されたことであります。その中に小金井市内に大学がありますので、まず

は小金井市内の大学と提携を結びながら、こういう会に参加すると単位をちょっと甘くすると

か──これは冗談ですが、そういう、まず地元の大学との協力ということもあり得るんだとい

うようなことが書かれておりました。積極的に進めていきたいと思います。 

 放置自転車については、先ほどお答えになっていますが、何か追加でお答えすることはござ
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いますか。 

◎交通対策課長 確かに商業施設が先にできているということで、放置自転車、駅の周りに我々

も日々行っているのですが、イトーヨーカドーさんの地下なども７５０台の収容能力があるの

ですが、今、３分の１ぐらいしか使われていないんですね。これはどうして使われないのかと

いうことと、私はちょっとそこで買い物するんだからそこまでは置かないんだということの中

で、そういう人が１台、２台増えていくと、ここに置いてもいいんだと。置き場所をみんな探

しているんですね。地下に行けば完全に商業施設の地下は２時間ただとか３時間ただで、買い

物している間は当然、自転車を置けるので使っていただきたいのですが、やはりちょっとぐら

いいいんじゃないかという、その市民の甘い気持ちがどんどん増えていってしまっているとい

うことなので、我々もこれから、武蔵小金井駅周辺は先ほども言いましたように駐輪場が足り

ませんので、この整備をきちんとして、その上で罰則なりを厳しくしていきたいというふうに

も考えてございます。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 では、続きまして、お２人。奥の方からどうぞ。 

◎市民 東町１丁目在住の●●と申します。私は２５年間、最初に梶野町で現在東町、通算で

２５年ぐらい住んでおります。まず、素案をまとめられた委員長はじめ委員の方に深く敬意を

表します。 

 意見が２点、質問が１点ですが、都市基盤の整備についてということで、すべての計画につ

いて財政の裏づけが必要だと思うのですが、あと、それと同時に、住民合意が調わない計画と

か、公がする必要のない計画、民に任せておけば進捗するというようなものはなるべく精査し

てチェックする必要があるのではないかと思います。特に素案の中で書かれている計画のどれ

がということじゃなくて、そういうスタンスで行政は進めてほしいなと思います。 

 もう１点、環境についてなのですが、先ほどからいろいろな方のいろいろな意見が出ていま

して、みどりと水ということで非常に大きなウエートを占めて書かれているのは非常にありが

たいことで、その中でも都市の緑化ということの重要性以上に、私は、水辺の拡大、ここでは

清流の復活という項目があるのですが、特に私は仙川のことも、先ほどどなたかもおっしゃっ

ていたのですが、仙川の復活みたいなことがヒートアイランドの抑制とかエネルギー利用の削

減に効果的なんじゃないかという観点で重点施策としていただきたいなと思います。それは意

見です。 

 あと、質問が１点あります。現在、都市計画道路の整備を進められていると思うのですが、

現在計画決定されているものは計画どおりに今後、順次事業決定して施行するのかということ

を１点お聞きしたいと思います。 

◎武藤会長 それでは、まず、民間が動いていく中で行政がどこまでかかわるかといいますか、

民間ができることについて行政はもっと抑えていいのではないかというご意見かなと思います

が、このことについて何かありますか。特にありません？ 



－４７－ 

 あ、そうですね。ご質問ですね。都市計画道路についてのご質問がございました。 

◎都市計画課長 都市計画道路のご質問でございますけれども、都市計画道路につきましては、

１０カ年計画を定めておりまして、これは東京都が主体となって多摩２８市町が共同で定めて

おります。今、第３次の事業化計画になってございまして、平成１８年から２７年、この１０

カ年で着手していくということで、市施工としては１路線、東京都施工としては１路線という

形で策定しているところでございます。 

 本市におきましては都市計画道路の整備率が低いものですから、今後そういう計画の中で順

次できるところから整備をしていくという考えでございます。 

◎武藤会長 よろしいでしょうか。 

 では、最後。どうぞ。 

◎市民 前原町３丁目に住んでいる●●と申します。両親が小金井に住んで６０年。もう２人

とも亡くなりまして、私が住んで２０年ですから、小金井の移り変わりというのは非常によく

知っていると思います。１つ私が申し上げたいのは、小金井のまちというのは、ほかの地域の

人から見ると、大変いいところに住んでいるという評判です。それで、お答えはいいのですが、

提案なのですけれども、ぜひ小金井のまちを観光、お客さんの来るまちにしていただきたい。

そうすれば、当然、道路の整備、みどり、駐車場、車のスピード、全部これ、解決できると思

います。 

 ちょっと一例を申し上げますと、玉川上水は吉宗のころ開削されましたけれども、それには

大岡越前守忠相が大変力をかしたこと。それから、地元では川崎平右衛門さんという方がいろ

いろ農民を使って上水をつくった。そういう歴史がいっぱい詰まっているんです。もちろん、

片一方では野川という自然公園もあります。だから、ぜひこういうことで、ひとつＰＲしてい

ただいて、そのためにどういう施設がいいのか。例えばホテルも必要です。学生も多いし、卒

業式や何かのときは当然、ご両親も見えられるのですし、ぜひどこかにホテルをつくっていた

だいて、人が集まるようにしていただきたい。それが第１点です。 

 それから第２点は、これはちょっと私自身も耳が痛いし、市の方も耳が痛いかもわかりませ

んが、やっぱり小金井市民あるいは小金井市役所としての義務を果たしていただきたいと。ご

み処理ひとつの問題でも、こんなにごたごたしていてはだめです。ほかの市にみんな迷惑がか

かります。ほかの市はみんなごみを燃やしているわけです。そこの住民の人たちは、もう、み

んな燃やされるのを嫌がっているはずなんですよね。だから、小金井市だけがよそに任せてい

いという問題ではないと思います。このことは市民の義務として木を植える、きれいにする、

ごみを少なく出す、花を植える、当然これは観光のまちとして必要になりますから、そういう

意識が芽生えてくれば大変いいんじゃないかと思います。 

 それから、もう一つは、イベントを実施していただきたい。今、スリーデーマーチとか、い

ろいろなことを小金井公園でやっていますけれども、それ以外に野川公園の散策とか、歴史の

散策とか、そういう大きいイベントを市で、ボランティアじゃなくて市で、それでボランティ



－４８－ 

アの人の協力を得て実施していただきたい。要するに、よそから人が集まってきて、いいとこ

ろへ来たというふうに思えるようなまちにしていただきたい。これが希望です。 

◎武藤会長 どうもありがとうございました。 

 あと残り５分というところになりました。 

 じゃあ、簡潔にお願いします。 

◎永田委員 １点だけ水辺の創出の件、●●さんと●●さんからご意見をいただいたのですけ

れども、これ、市のほうからちょっとお聞きしているのですけれども、貫井北町の公務員住宅

のところの仙川については、水辺の創出みたいなことをちょっと考えられているということが

審議会の中でございましたけれども。 

◎事務局 今、永田委員がお話しされているのは、仙川の国家公務員住宅の南側のところで水

辺の整備がされる予定であるというようなお話だったのですが、これは例の事業仕分けの中で、

事業としては切られたというようなことも耳にしていますので、そういう計画はあったのだけ

れども、この後どうなるかということなのではないかと思われます。 

◎武藤会長 それでは、５分で最後、あいさつということだけなのですが、ぜひとも一言述べ

ておきたいという方はいらっしゃいますでしょうか。 

 特にないようですので、またご意見についてはアンケート用紙のほうにお書きいただけると

助かります。 

 それでは、一応、質疑の部分をこれで終了させていただきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

◎司会（事務局） たくさんの貴重なご意見をありがとうございました。今後に生かしてまい

りたいと思います。 

 それでは、最後、閉会に当たりまして、長期計画審議会会長職務代理者、三橋委員のほうか

らごあいさつをお願いしたいと思います。 

◎三橋委員 本当に本日はお忙しい中、このような場にお集まりいただきましてありがとうご

ざいます。また、こちらの司会進行、プレゼンテーションの時間がちょっと押しまして本当に

申し訳ありませんでした。貴重なご意見をいただきまして、こういう形で車座に座ったような

やり方というのは初めてだったのですけれども、我々、どんな感じになるか、正直想像がつか

ない中でやったのですが、非常に貴重なご意見をいただいて、これを持ち帰って検討しなけれ

ばいけないという気持ちで、どのように検討していこうか今、思っている次第です。 

 この後、４月に審議会の中で議論しまして、５月に何とか間に合うような形でパブリックコ

メントにかけていきたいかなと思います。そのときにまた皆様からご意見をいただく、ないし

は審議会のほうでは常時ご意見を受けつけております。また、傍聴も可能ですので、今後とも

長期計画審議会ですとか、基本構想・基本計画にご興味を持っていただいてご意見をいただけ

ればと思います。 

 本当に今日はどうもありがとうございました。 



－４９－ 

◎司会（事務局） ありがとうございました。 

 以上をもちまして市民フォーラムを終了させていただきます。なお、長期計画審議会では随

時ご意見をお受けしておりますので、後日でも結構ですので、企画政策課までお寄せください。

詳しくは市ホームページにて本日の資料をはじめ会議録や資料等も公開しております。アンケ

ート用紙につきましてはお帰りの際、お渡しください。 

 本日はまことにありがとうございました。お忘れ物がないようにお気をつけてお帰りくださ

いませ。お疲れさまでした。 

 

（午後０時３０分 閉会） 


